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平生町告示第１７号 

    平成２３年第５回平生町議会定例会を、次のとおり招集する。 

平成２３年６月３日 

                             平生町長 山田 健一 

   １ 期 日  平成２３年６月１６日 

   ２ 場 所  平生町議会議事堂 

────────────────────────────── 

   ○開会日に応招した議員 

松本 武士君        村中 仁司君 

久保 俊一君        中川 裕之君 

河藤 泰明君        渕上 正博君 

細田留美子さん        柳井 靖雄君 

河内山宏充君        平岡 正一君 

岩本ひろ子さん        福田 洋明君 

────────────────────────────── 

   ○６月２４日に応招した議員 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────── 

平成２３年 第５回（定例）平 生 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                          平成２３年６月１６日（木曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                      平成２３年６月１６日 午前９時００分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 一般質問・行政報告に対する質疑 

 日程第６ 意見書案第１号 上関原子力発電所建設計画に関する意見書 

 日程第７ 委員会付託 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第２ 会期の決定（９日間） 

 日程第６ 意見書案第１号 上関原子力発電所建設計画に関する意見書 

 日程第７ 委員会付託 

────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

１番 松本 武士君       ２番 村中 仁司君 

３番 久保 俊一君       ５番 中川 裕之君 

６番 河藤 泰明君       ７番 渕上 正博君 

８番 細田留美子さん       ９番 柳井 靖雄君 

10番 河内山宏充君       11番 平岡 正一君 

12番 岩本ひろ子さん       13番 福田 洋明君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 
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局長 羽山 敦紀君       書記 岩井 浩治君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 山田 健一君  副町長 ………………… 佐竹 秀道君 

教育長 ………………… 高木 哲夫君    会計管理者 …………… 藤田  衛君 

総務課長兼選挙管理委員会事務局長 …………………………………… 吉賀 康宏君 

総合政策課長 ………… 角田 光弘君    町民課長 ……………… 中本 羊次君 

税務課長兼徴収対策室長 ………………………………………………… 洲山 和久君 

健康福祉課長 ……………………………………………………………… 弘中 賢治君 

経済課長兼農業委員会事務局長 ………………………………………… 岩見 求嗣君 

建設課長 ……………… 安村 和之君  佐賀出張所長 ………… 山本 俊明君 

教育次長兼学校教育課長 ………………………………………………… 福本 達弥君 

社会教育課長 ……………………………………………………………… 小島 康司君 

────────────────────────────── 

午前９時００分開会・開議 

○議長（福田 洋明君）  ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、

これより平成２３年第５回平生町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（福田 洋明君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１０９条の規定により、議長において久保俊一議員、中川裕之議

員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（福田 洋明君）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から６月２４日までの９日間といたしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、会期は９日間と決しました。 

────────────・────・──────────── 
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日程第３．諸般の報告 

○議長（福田 洋明君）  日程第３、諸般の報告をいたします。 

 諸般の報告につきましては、お手元に配布しております議会日誌のほか、地方自治法第２３５条

の２第３項の規定による平成２３年５月分及び６月分の例月出納検査の結果報告、並びに地方自治

法第１２１条の規定による本定例会における議案等の説明のため出席を求めた者及び委任を受けた

者の職氏名の報告はお手元に配布のとおりであります。 

 これをもって諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（福田 洋明君）  日程第４、行政報告について、町長から報告を求めます。山田町長。 

○町長（山田 健一君）  議員の皆さんおはようございます。 

 今年も梅雨の季節を迎えました。もえるような濃淡入り混じった緑が雨にぬれ、この時期ならで

はの美しさを醸し出しております。日本のこんな季節の美しさとは裏腹に、東日本大震災の惨状に

は胸が痛みます。震災発生から３カ月が経過をいたしましたが、この国難を乗り切るため、「がん

ばろうニッポン」を旗印に、国を挙げて一刻も早い復旧・復興を祈るとともに、本町としても、で

きる限りの支援をしていきたいと考えております。 

一方、本町の防災対策につきましては、想定を超えたこのたびの震災を教訓に地域防災計画の検

証も行っていく必要があると考えております。 

また、これから梅雨による豪雨災害や台風災害のシーズンでもありますが、引き続き、防災対策

の一層の強化に取り組んでいきたいと考えております。 

そうしたさなか、平成２３年第５回平生町議会定例会を開催をいたしましたところ、議員の皆様

方におかれましては、お忙しい中にもかかわりませず、全員の御出席を賜りまして、誠にありがと

うございました。 

このたびの上程議案は、同意２件のみとなっております。改めて議会最終日に上程させていただ

きますのでよろしくお願いをいたします。 

さて、統一地方選挙における平生町議会議員一般選挙により、御当選をされました議員各位にお

かれましては、任期初の定例議会となるわけであります。 

また、６月１日の任期開始早々の臨時議会では、議長さんを初めとする新たな議会構成が決定を

され、スタートされたところであります。我々執行部も、今年度が第四次平生町総合計画のスター

トの年でもあり、新たな気持ちで町政推進に努めてまいりたいと思います。 

つきましては、議会と行政が車の両輪のごとく切磋琢磨しながら、町民の負託に応えていきたい

と思いますので、議員各位におかれましては、格段の御指導、御協力を賜りますようによろしくお
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願い申し上げる次第であります。 

それではまず、諸般の報告を申し上げます。 

「東日本大震災」についてであります。３月１１日に発生をした「東日本大震災」がもたらした

深刻かつ大規模な被害には言葉もありません。東北地方沖を震源とする国内観測史上最大のマグニ

チュード９という超大型地震が発生をし、東日本の太平洋沿岸を中心に巨大津波が押し寄せ、甚大

な被害をもたらしました。死者・行方不明者は約２万４，０００人、避難については昨日の内閣府

の調査によりますと、今なお９万人の避難所の方々を含め、全国に１２万４,０００人の方々が避

難生活を強いられているという状況であります。 

このたびの想像を絶する津波の襲来では、平野部の家屋や農地を次々に飲んでいく上空からの映

像、高さ１０メートルのスーパー堤防を軽々越えてまちを飲み込んでいく映像、小学校の約７割の

児童が津波に飲み込まれたとの報道、最後まで防災無線で町民に避難を呼びかけた役場職員や、避

難誘導をしていた警察官や消防団員が津波に飲み込まれた報道、役場防災対策庁舎の屋上の通信塔

に町長や職員がかろうじてしがみついている衝撃的な写真など、数えあげればきりがありませんが、

本当に悲しい痛ましい惨状でありました。 

戦後最大の未曾有の国難とも言えるこの大震災は、地震、津波の被害に加え、原発事故の３重の

災害となり、厳しい試練に直面をいたしております。復旧・復興には一刻の猶予も許されない状況

にあり、原発事故も未だ収束せず、予断を許さない状況が続いています。 

ところが国会では、不透明な政局が続いております。今、求められているのは「スピード感」と

「具体策」であります。そのためにも、与野党が力を結集し、全身全霊、まさに命がけで取り組ん

でいくことが問われている時だと思います。「東日本大震災復興基本法案」につきましては、与野

党間の協議でようやく成立の運びとなったようでありますが、急がれるのは、新年度予算の財源を

確保する公債発行特例法案と本格的な復興を保証する第２次、第３次の補正予算であります。一刻

も早く、被災地の皆さんの心情に思いを向け、復興、再生と原発事故の収束に全力で対処して欲し

いものであります。 

一方で、海外メディアから日本人の忍耐力や冷静さ、秩序について賞賛の声が伝わっております。

また、日本に今までにも幾度となく国難を乗り越えてきた歴史もあります。将来の子どもたちに、

全国民でこの国難を乗り越えて、立派に復興したと語り継いでいけるような取り組みとなることを

願うものであります。 

なお、まだまだ復興再生には相当な期間を要すると見込まれますことから、本町といたしまして

も全国町村会や関係機関と連携して被災地の実情に対応し、できる限りの支援を引き続きしていき

たいと考えております。 

それでは、３月定例会以降の町政の重要課題の進捗状況や経過につきまして、「行政報告」とし
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て申し上げます。 

まず、行政協力員会議について御報告をいたします。今年は、統一地方選挙の影響で例年より少

し遅い開催となりましたが、５月１６日から２０日にかけて町内５会場で、議員の皆さんにも御出

席をいただき、春の行政協力員会議を開催をいたしました。春の会議は、新たに行政協力員に就任

された方が、全体の７５％ということもあり、主に行政側からのお願いや情報提供など、盛り沢山

の説明をさせていただいたところであります。 

説明の後の意見交換では、「説明や報告の内容について」の御質問を初め、やはり、このたびの

大震災に伴う防災対策などの「安全・安心対策について」、また、道路や水路等の改良を初め、有

害鳥獣、ケーブルテレビなどの「自治会内の地域課題について」など、多くの御意見や御質問、ま

た要望をいただき、膝を交えての協議の中で、一定の成果を上げることができたと考えております。

内容によっては、早急に対応させていただいたものもありますが、引き続き、住民の皆さんと行政

が協力して、相互理解の中で連携を密にし、地域づくりに取り組んでいきたいと考えているところ

であります。 

なお、各自治会に設立のお願いをいたしております「自主防災組織」につきましては、現在

１４５自治会の中で、１０７自治会において設立をされておりまして、自治会での組織率は７４％

に向上してまいりました。 

しかし、なお一層の地域防災力の向上を目指すために、残りの自治会に対しても、引き続き粘り

強くお願いをしていきたいと考えております。 

次に、東日本大震災の対応状況について、御報告いたします。本町といたしましては、災害発生

以後、人的・物的支援を行っているところであります。人的支援につきましては、柳井地区広域消

防組合職員５名が県で編成された緊急消防援助隊として被災地へ３月１４日から２２日までの９日

間、宮城県石巻市に出動し、救助、捜索、救急搬送を行っております。 

また、本町からは保健師１名も、被災地の避難所で保健師が不足していることから、厚生労働省

の要請を受け、県と連携をして、５月７日から１４日までの８日間、福島県会津若松市に派遣をい

たしました。この保健師の活動の主な目的は、現地の会津保健福祉事務所と協力をし、避難されて

いる皆様の健康相談、健康チェックなど派遣チームの一員として支援活動を行うものでありました。

避難所生活の長期化により、あるいはまた、原発の影響による生活への不安やストレスを抱えた住

民の方々の支援をどうしていくのか、今後の大きな課題となっているという状況について、派遣保

健師から直接報告を受けたところであります。 

物的支援等につきましては、本町は、県と連携して義援金や救援物資の取り組みを開始し、５月

末現在で役場に届けられた義援金は約１６９万円、救援物資は段ボールで３１箱集まり、義援金は

日本赤十字へ、救援物資は県を通じて被災地へ届けられております。 
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多くの町民の皆さんや事業所から、東日本大震災義援金や支援物資など、御協力をいただき感謝

しているところであります。 

また、町においても３月定例会最終日に、このたびの大震災の見舞金３００万円の追加補正予算

案を急遽上程いたし、御承認をいただいたところであります。早速、全国町村会を通じて被災地へ

送金いたしたところであります。 

また、議会におかれましても、見舞金を全国町村議会議長会を通じて被災地に送られております

が、早急なお取り組みに対し、心より敬意を表するものであります。 

こうした支援が、被災地復興の一助として被災された方々の心に届き復興を成し遂げていけるも

のと確信をいたしております。皆さんの善意に心から感謝とお礼を申し上げますとともに、今後に

おきましても、引き続き、復旧・復興に向けた御支援をよろしくお願い申し上げるものであります。 

次に、広域行政について、御報告いたします。去る３月２４日、柳井地域１市４町、柳井市、平

生町、田布施町、上関町及び周防大島町の首長が、地域の共通課題に連携して取り組むため、「柳

井地区広域行政連絡協議会」を設立することを確認をいたしまして、４月１日に設立したところで

あります。これまで柳井地域では広域事務組合を組織し、連携を図ってまいりましたが、平成の大

合併を経て、自治体の数が減少したことや、所期の目的を達成したことに伴い、同組合は平成

２１年３月末をもって解散いたしております。 

しかしながら、水道、ごみ、消防などはいまだ広域で対応している状況にあり、共通課題へ連携

した対応が求められているところであります。したがって今回、田布施町を含めた新たな協議会を

立ち上げることといたしました。この協議会は年２回程度開催予定で、当面は岩国空港の開港を視

野に入れた観光振興や、有害鳥獣対策などの広域的課題等について協議することといたしておりま

す。この協議会の設立により、柳井市を中心に１市４町の連携が強化をされ、この地域が大きくま

とまる契機になればと思っております。 

次に、「おいでませ！山口国体」の取り組みについて、御報告をいたします。御存知のように、

第６６回国民体育大会「おいでませ！山口国体」が、本年１０月１日土曜日から１１日火曜日まで

の１１日間開催をされます。本町では、デモンストレーション行事として「電動車椅子サッカー競

技」を１０月９日、日曜日に平生町体育館で開催いたします。昨年の１１月２８日には、当競技を

啓発し盛り上げるため電動車椅子サッカーの体験学習も開催をさせていただいたところであります。 

また、本町において去る５月２３日には「おいでませ！山口国体・山口大会平生町実行委員会」

を開催をし、花いっぱい運動、クリーンアップ作戦等や８月６日土曜日の、ひらお十七夜まつりに

あわせて炬火・採火式を開催することを決定いたしました。炬火・採火式は、木の摩擦熱で火をお

こすマイギリを使って発火するものであります。当日は平生町体育館駐車場で平生の味「平生開作

鍋」などの出店も計画をいたしておりますので多くの方々の御来場をお待ちをいたしております。
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町を挙げて国体を盛り上げて成功させていきたいと思っております。 

なお、本町からも国体強化選手が６人おられますが、一人でも多くの選手が大会に出場され活躍

されることを期待したいと思っております。 

以上をもちまして、「行政報告」を終わります。 

終わりに、平成２２年度の各会計の出納閉鎖を５月末で終えておりますので、その概要を簡単に

御報告申し上げます。 

  まず、一般会計でありますが、歳入総額５７億７，４５５万１,８０１円、歳出総額５５億

８,９０１万５，２４８円で、差し引き１億８,５５３万６，５５３円となりまして、繰越明許費１，

０７４万６，３５８円を控除いたしますと、１億７，４７９万１９５円が実質の差引額となるもの

であります。 

 次に、特別会計でありますが、９つの特別会計の総額を申し上げます。歳入総額３６億

３,３２４万６，４４３円、歳出総額３６億２，１４１万７，１９５円で、差し引き１，１８２万

９，２４８円となっております。 

 以上、平成２２年度の一般会計ほか、９つの特別会計の収支状況の概要を申し上げました。 

以上をもちまして、報告を終わらさせていただきます。 

 なお、説明不足の点もあろうかと思いますので、皆様方の御質問によりまして、私並びに説明出

席者によりお答えをさせていただきたいと存じます。よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（福田 洋明君）  これをもって行政報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．一般質問・行政報告に対する質疑 

○議長（福田 洋明君）  日程第５、一般質問・行政報告に対する質疑を行います。 

 まず、一般質問を行います。 

 質問の通告順により、順次発言を許します。渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  では、通告書に従って質問をさせていただきます。 

 まず初めに、上関原発建設についてでございます。上関原発建設について、町長の見解をただし

たいと思っております。 

 私は、この前回の３月の議会で原発交付金について質問をいたしました。その２日後に福島原発

で事故が発生をいたしました。今回は、福島原発の事故を受けてからの上関原発建設についての町

民の生活と安全を守る面から、町長の見解をお聞きしたいと思います。 

 上関に、原発が建設をされれば、今、私たちが生活をしているこの平生町は、皆さんも御承知の

ように、福島原発では避難区域に入っている２０キロ圏内にすっぽりと入ってしまいます。福島原

発は、事故発生から３カ月がたっておりますが、時間がたつにつれ、原発事故の悲惨な実態は一層
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深刻となっております。事態収束の見通しは、いまだに立っておりません。 

 原発は、一たび事故が起これば、大量の放射性物質が外部に放出をされます。現時点では、これ

を押さえる手段はありません。被害はどこまでも広がり、長期にわたって危険を及ぼす可能性があ

ります。地域社会全体の存続そのものを危うくすると思います。 

 福島の原発の事故を受けて、町長は、原発に対する認識は変わられたのか、もし変わったのであ

ればどう変わったのか、まず初めにお伺いをいたします。 

 次に、菅首相は、この５月１０日の夕方の記者会見で、２０３０年までに原発１４基以上を増設

し、電力に占める原発の比率を５０％以上にするという現行エネルギー基本計画を白紙に戻し、議

論をする必要があると発言をいたしました。さらに、太陽光や風力などの再生可能エネルギーを基

幹エネルギーの一つにすると、初めて表明をしております。 

 また、山口県の二井知事は、上関原発予定地の公有水面の埋立免許の延長を認めないという方針

転換をいたしました。これは、６月の県議会で最終判断を表明するとしております。免許は、着工

から３年が期限で、２０１２年１０月までに完成をしなければ失効することになっております。県

の幹部は、福島の原発事故で免許を許可したときと状況が変わった。事故が起これば、上関の問題

だけでは済まなくなると、こういう報道がされております。 

 そこで、町長は、町民の安心・安全を考えた町のトップとしての見解を発信すべきであると思い

ます。町長の見解をお伺いをいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  上関原発の建設について、２点の大まかに質問であります。 

 まず最初に、今回の福島の第一原子力発電所の事故を受けて、原発に対する認識は、どう変わっ

たか、こういう御質問であります。 

 その前に、この今回の原発の事故でありますけれども、日本だけではなしに、世界を震撼させる

ようなきわめて深刻な事故だというふうに受けとめております。事態は、今なお収束せず、予断を

許さない状況が続いておりまして、国民にも不安を与えているところであります。あってはならな

い事故だというふうに認識をいたしております。 

 特に、この事故に伴って避難をされている周辺住民の方々のことを思うと、本当に胸が痛む思い

がいたしております。したがって、まずは、この事故の一刻も早い収束、そしてまた、この事故の

徹底的な原因究明がなされることを強く求めたいというふうに思っております。 

 原発に対する認識については、今、これまでは、原子力発電、まさに科学技術の粋を結集をした

技術というふうに言われておりましたし、災害に対しても耐震性や多重防護が機能すると考えられ

ておりました。しかし、いわゆる想定外の事故が次々に引き起こされて、まさに原発への信頼を揺

るがすような事故となっております。当然、これまでの想定や指針や対策を見直す必要があるとい
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うふうに私は認識をいたしております。 

 それから、町民の安全・安心を考えて、町のトップとして発信すべきではないかということであ

ります。町長として、町民の安全・安心を第一に考えるのは、当然の責務であり、必要な場合は、

しっかり我々も物を言っていきたいというふうに思っておりますが、まずこの原子力の、特にエネ

ルギー政策、これは、国の政策決定が優先をする分野であります。まずは、国や事業者が安全確保

に責任をしっかり持ってもらうことが大前提であります。そこで町としては、まずは当然ながらこ

の議会での皆さんの議論、あるいは判断、こういうものを踏まえて対処していくことは当然であり

ますけれども、ただ、今申し上げましたように、今回の事故は、まだ進行形、収束を見ていない、

どういう形でこの事故が収束をしていくのか、そしてまた事故調査検証委員会の、今御承知のよう

にスタートをしたばかり、それを受けてどういう議論がなされて、国のエネルギー政策がどうなっ

て、その中で原子力がどう位置づけられて、その中で防災指針がどうこれから考えられていくのか

というようなこと、これを今我々はやっぱり大きな関心を持って注視をしていると、これが今の本

町における立場ということになろうと思います。その上で、今もありましたが、県の判断、あるい

はまた、地元、上関町の意向、事業者の動向等、全体の状況を見きわめて対処していくことが重要

であると考えております。 

 現時点では、まだまだ不透明な部分がありますし、判断材料が不足をいたしております。しっか

り情報収集に努めて、今後の事態を冷静に見きわめて町の対応策を決定をしていきたいというふう

に考えているところであります。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  再質問をさせていただきます。 

 まず、今町長の答弁で、国の政策決定がこれが主であると、こういうような回答だったと思いま

す。 

 町長は、この４月の広報「ひらお」で、「今回の原発災害に対して、住民の安全確保と事態の早

期収束を願う」と書かれております。「隣接町の上関原発建設に対して、町としては、これからも

重大な関心を持って、その動向を注視しながら対応をしていく」としておられます。しかし私は、

今この時期は、動向を注視をしていく、こういうときではないと思うんです。町のトップとして、

私は、町長の見解を発信をすべきときが今ではないかと思っております。再度お伺いをいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  まさに重大な関心を持って相当こう注視をしているということでありまし

て、今議員も最初にお述べになったように、菅首相を含めて、国のエネルギー政策については、抜

本的に見直しを図っていくというような一つの流れの中で、その中で、じゃあ原子力政策がどう位

置づけられていくのかと。これは、やっぱりまだまだ我々が、今じゃあここでこうしましょうとい
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うことで決めるべき性格のものではありませんだけに、そこはやっぱりしっかり動向を注視をしな

がら判断をしていくということが求められているんだろうというふうに思います。 

 あえて、私の立場から言わせてもらうならば、今の、あえて言えば情報公開、このことは、やっ

ぱりしっかり我々としても申し上げておかなければいけないだろうと思っております。国や事業者

に対して、情報の開示と、その透明性と迅速性、これを求めていきたいと思っております。 

 我々がいろいろこれから物事を判断をしていく上においても、そのことは大変大事であります。

一連の経緯の中で事故が過小に評価をされてみたり、情報が小出し、後出しというようなことでな

かなか後からまた状況が変わってくると、新たな事態が判明をするというような状況が続いており

ます。我々の立場からいっても、いろいろこれからしっかりこの判断をしていかなければなりませ

んし、国の政策のこれからの信頼度を高めていく上からも、こういった情報の正確で迅速な開示を

求めていくということが、今の我々として言わなければならないことだろうというふうに思ってお

ります。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  いろいろと質問をさせていただきましたが、特に国の動向を注視と

いうことで、こういう答弁でよろしいかと思いますが、私の意見と全く違いますので、これからも

こういう論議は続けさせていただきたいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。次は、学校の耐震化についてでございます。文部科学省は、

５月２４日に全国の公立学校施設の耐震化を２０１５年度までに完了をさせる方針を発表をしてお

ります。この耐震化については、東日本大震災を受けて、耐震化を前倒しして実施する動きが出て

いると報道をされているところです。全国の公立小・中学校の耐震化率は、２０１０年の４月の時

点で７３.３％となっております。当町でお聞きをしますと、当町では５７.１％となっているそう

です。また山口県の中でも、これは低い耐震化率となっているところでございます。 

 学校と言えば、当町では、教職員を含めれば毎日１,０００人が集うところです。子供の安心・

安全のためには、２０１５年といえば、わずか、あと４年しかありません。私は、早急に対策を立

てていくべきだと考えております。また予算の裏づけも必要となってきますが、当町の計画はどの

ようになっているのか、まず初めにお伺いをいたします。 

もう一点、学校は、災害時の避難場所にもなっております。特に平生小学校は、ゼロメーター地

帯に建設をされております。耐震化だけではなく、水害にも強い建物でなくてはなりません。この

点も考慮し、建設をしていかねばならないと思っております。これについても、考え方があればお

伺いをしたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  高木教育長。 

○教育長（高木 哲夫君）  ただいまの御質問にお答えをさせていただきます。 
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 渕上議員さん御指摘のように、今年の５月２４日、文部科学省はおっしゃるとおり、施設整備に

関する基本方針・基本計画の一部を改正しております。当然今年の３月に改正をされた地震対策特

別措置法で、その中で耐震化事業に対する国庫補助事業のかさ上げ措置が、２８年３月３１日まで、

平成２７年度末まで延長されたということを踏まえて、２７年（２０１５年）度末まで、できるだ

け早い時期に耐震化を完了させる目標が明記されたわけでございます。 

 現行では、重点的かつ計画的に推進することが必要という抽象的な表現になっておりますが、こ

れが明記をされたというところで、本町が計画をどうするかという御質問の内容と思っております

けど、まず耐震化に当たりましては、さきの大震災を踏まえて、建物自体だけではなくて、天井材

や外装材の耐震化を対象とすることや、学校は、おっしゃったように、災害発生時の避難場所とし

ての役割を果たすということから、貯水槽、自家発電装置など防災機能の強化、また施設の老朽化

対策の推進なども事業対象として、そこには盛り込まれているという実情でございます。 

 本町では、平成２１年度・２２年度、２年間にかけまして、国の臨時交付金等の有利な財政支援

を、またとない機会というふうにとらえて、実際には、平生小学校の普通教室棟の建てかえ、平生

中学校の体育館の耐震補強という形で工事をさせていただきました。そういう形で、おっしゃいま

したように耐震化率が５７.１％というところまで上がってきたわけではございますが、全国に比

べるとまだまだかなり低い状況でございます。山口県が低い、またその中でも低いというこういっ

た事実については、否めないものでございます。本年度、引き続きそういう形で耐震化事業ができ

ればというふうに考えておりましたが、予算的には、計上をいたしておりません。今後の耐震化の

推進については、優先順位等々諸般の状況の推移を見ながら検討をしていきたいという状況でござ

います。 

 先ほど地震対策特別措置法の改正で、補助事業のかさ上げ措置の延長というお話をさせていただ

きましたが、これについては、Ｉｓ値が０.３未満が対象ということでございます。本町の耐震が

必要な校舎、残る校舎につきましては、０.３以上の数値が診断結果が出ておりますので、この恩

恵を受けることはございません。また、補助単価等につきましても、平成２１年度、平生小・平生

中の工事については、実勢価格で国が補助金の計算をしてくれましたけど、現状におきましては、

実勢価格ではなくて規定の補助単価というところでございますから、当然工事を進めるということ

になれば、町の負担がさきの２１年度・２２年度の事業と比べては、逆転すると、国と町の財政負

担の割合が逆転するというような状況になってくるというのが実態でございます。 

 しかしながら、国の補助を受けるためには、２３年度から２７年度までの、第四次５カ年計画の

俎上に上げておく必要があります。やはり準備をしておかなければ、国の補助制度があってもそれ

に乗れないという状況がございますし、２１年度、２２年度において、国の財政支援が受けられた

というのも、それまでの準備が十分にできておったというところから、本当、県下でも類のない事
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業ができたという状況でございますので、この第四次５カ年計画につきましては、当然町として学

校施設の耐震化を図る上で、２７年度末までには完了させるという計画は持っております。また県

のほうにもそういった形で報告はしております。 

 しかし、予算の裏づけというお話もございましたが、現時点、国のかさ上げ措置があるだけと、

しかしそれについては恩恵をこうむらない、また実勢価格ではなくて規定された補助単価というこ

とでございますから、今すぐその補助制度に適用された事業を推進していくというのは、非常に財

政的には難しい状況にはあろうかとは思いますが、しかし、いろいろ想定外のことが起きておりま

すし、また２１年度、２２年度の国の臨時交付金制度も予定されたものではなくて、国が突然に経

済対策として打ち出してきたものでございますから、可能性としては少ないんですけど、やはりそ

ういった財政支援等が出てきたときに、すぐ対応できるように準備だけは整えていきたいというふ

うに教育委員会としては、考えておるところでございます。 

 また、水害のお話もございました。当然各学校の立地の標高でございますが、佐賀小学校につい

ては２２メートルということですから、これについては、学校に子供たちがいる間については問題

はなかろうかなというふうにも思います。しかしながら、平生小学校については、標高２.１メー

トル、ゼロメートル地帯とはいいましても２.１メートル、中学校については７.０メートルという

ことですから、平生小学校の立地条件というものについては、やはり水害ということは想定してお

かなければいけないと思っております。 

 これまでの県の公式見解的な津波の高さというのは、３メートルということでございますから、

当然一階については、水害の被害に遭う状況でございます。新校舎については、階高が４メートル

ございますから、二階に上がれば６メートルの高さは確保できるということですので、当然高いと

ころというところへの避難というのは、ひとまずは、新校舎、二階であれば、耐震性を持った新し

い校舎ですから、まず問題ないとは思っておりますが、今後、ただそれだけでよいのかというので

はなく、やはり第二次の避難場所等も考慮した対応を考えていきたいというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  では、再質問をさせていただきます。 

 今、御答弁をいただきましたが、２７年度までに計画を立てていくとこういう答弁をいただきま

したが、私が今さっきまで言いましたように、町内の児童・生徒は、教職員を含めれば約

１,０００人です。この安心・安全を守るのは、絶対に必要なことなんですよね。その辺を考慮に

入れて早急な対策を求めたいと思います。 

 それともう一点、当町では、ゼロメーター地帯に多くの避難場所があるわけなんですよね。小学

校とか公民館とかいろいろ避難場所がありますが、その避難場所に水没をした中でどう避難をして
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いくのか。避難時に二次災害につながる恐れがあると思うんですよ。この点について、どのように

考えておられるのか、またどのように検討をされているのか、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  高木教育長。 

○教育長（高木 哲夫君）  まず、町内各箇所に、公共施設を避難場所として指定をされている中で、

やはりおっしゃるように、ゼロメートル地帯というところから、水害・水没ということは想定をし

ております。ただ、我々としては、議員さんがおっしゃったように、１,０００人の教職員と子供

たちをどう守っていくかということを中心に考えたときには、やはりいかに情報を正確に伝えて、

一刻も早い避難ができるかどうか、それにかかってくるものと思われます。 

 ですから、当然、今学校では、危機管理マニュアルというものを持っております。火災、地震、

いろんな危機を想定したマニュアルでございますけど、これについては、当然見直しをしていかな

ければならないし、また、これまでは、地震の想定をした避難行動、避難訓練はしておりますもの

の、津波を想定した訓練までには至っておりません。改めて危機管理マニュアルの改定とともに、

津波に対する避難訓練、避難行動をいかに安全にしていくかということを念頭に置いて、これから

対応をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  公共施設の避難所としての扱いについては、きょうは、後ほどもいろいろ

防災対策ということで、議員さんのほうからも質問をいただいておりますが、きょう最初の提案理

由のときに申し上げましたように、地域防災計画の、町のこの見直しをしていかなきゃいけないと

いうふうに思っておりますし、その準備に今入っております。 

 今までの防災計画は、どっちかというと、今もありましたが、大雨洪水だとか、台風だとかのと

きの避難所という位置づけで、まさに津波を想定をした対応というのが、字面には、確かに防災計

画の中に津波というのはあるんですが、まさにこの２メーター、３メーターという、またそれがど

うなるか、これもまた今から見直されていくと思うんですが、その辺を想定した避難所のあり方、

避難経路をどうしていくか、これは、我々も今から十分検討して、この地域防災計画を見直してい

くという作業を進めていきたいというふうに考えております。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  質問させていただきます。 

 先日、行われた自治会集会において、ある自治会長が質問をされておりました。訓練において、

自分の住む地域からなぜ低いほうに逃げる訓練をするのかということがありました。そういうこと

もあったわけですから、この避難所のあり方、また避難訓練のあり方、これからもその辺を十分考

慮されて計画を立てていただきたいと思います。質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 
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○議長（福田 洋明君）  岩本ひろ子議員。 

○議員（１２番 岩本ひろ子さん）  それでは、質問させていただきます。 

 まず、商業振興について３点ほどお伺いいたします。まず一点目に、農業を振興する、漁業を振

興するといった第一次産業の振興には、きめ細かい施策がありますし、それなりに効果を上げてお

りますが、商業については、以前お聞きしたときには、商工会のほうへ取り組んでいただいている

という御返事がありました。今現在、景気不景気のとき、商工会だけではなく行政も一丸となって

活性化のために取り組むべきだと思いますが、町長は、どうお考えでしょうか。 

 また２点目に、町の商業企業がなくなると、雇用・財源の確保が難しくなり、町自体の活力がな

くなります。町の行政としては、これらをどのように対処しようと考えておられますか。 

 ３点目に、町の中心部にある大型店の空き店舗は、閉店後１年たちますが、どうなっているので

しょうか。また町長は、この現状をどのように考えておられますでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  まず、商業振興についてということで、商業について、商工会だけではな

しに、町も一体になって取り組んでくれという趣旨だと思います。 

 確かに今商業については、商業統計調査、これはちょっと古いんですけれども、平成１９年度、

間もなくしたら新しいのが出ると思うんですが、傾向は一緒だと思うんですが、商店の数と従業員

数、それから商店数１５８店、従業員が９１８名ということになっておりますが、これはやっぱり

３％から七、八％程度の減少という状況に依然と減少してきていると。ただし、その前に比べます

と、商品の販売額については、１６６億約２,０００万円、こういうことで、これは増加をしてい

るということで、多分にこれは大型店の影響だというふうに我々も受けとめております。 

 確かに、今、平生の場合は、平成３年がマミー、４年が丸久、９年がロックショッピングタウン、

平成２０年にはコメリということでそれぞれ店舗が進出をしておるんですが、近隣市町との大規模

な店舗が競合しているということで、いろんな影響を受けているのも事実だと思う。中小商店のあ

り方というものが、その中でも一生懸命頑張っていただいている方々もたくさんあるわけでござい

ますが、中小商工業者の支援もしっかりしていかなきゃいけない。 

 具体的に、我々としては、やっぱりまずは、商工会が今いろんな経営指導等を含めてやっている

わけですから、これをバックアップをしていくと、これはもう常に連携はとりながら、商工会青年

部を含めて商工会との連携というのは大事にしていきたいと思っておりますし、中小企業の従業員

の場合には、退職金共済の掛金を町も一部負担をさせていただいているというふうなことで、今こ

ういった商業振興についてもまずは、自力が発揮できるように我々がバックアップをしていくよう

に取り組んでいかなければいけないと思っておりますし、昨今では、今商工会とも協議をいたしま

して、プレミアム商品券の発行等についても行っております。一定の成果が上がっているというふ
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うには思っておりますが、今年度も実施をされるというように聞いておりますので、町としてもし

っかり協力をして、一体となって取り組みを進めていきたいと思います。 

 それは、そのままその２番目の今ありましたように、雇用や財源につながっていくという認識は、

我々も一緒に持っておりますから、これは、やっぱりそのことを通じて、雇用と財源に反映をして

いくようにということで考えていきたいというふうに思っております。 

 雇用面では、若干のこの前から、福祉関連の事業者の進出ということで、若干カバーをしていた

だいておりますけど、やっぱり今あったように商店が活気を持ってやっていただくと、これはもう

大事なことですから、我々としてもできる支援をしていきたいと思いますし、いろんな情報等を含

めて、県との連携も大事にしてこれからやっていきたいというふうに考えているところであります。 

 それから、大型店の空き店舗、メガマートの平生店の後のことだと思います。ちょうどあれが、

６月３０日に閉店ですから、ちょうど１年になります。その閉じた直後にロックの社長にも来てい

ただいて、後をどうするんだということで、いろいろ協議もさせてもらいまして、できるだけ早く、

後の後継のテナントが入るようにということで、事あるごとに、今までとにかく二、三回は接触を

しながら、まだ決まらんかまだ決まらんかということで、今我々からも催促をしている状況ですが、

店舗について今協議中と、何せ、あそこは４,５００平米近くあるということで、これはちょっと

面積的には、かなり広いんですよね。だから相当やっぱりある程度の規模の店でないとなかなか埋

まらないというようなことで、なかなかその辺が今非常に困っているんだという話はしておりまし

た。 

 当然、今も県の話をしました──商工労働部等にもこの前からいろいろ連携をとって、ぜひ協力

をしてほしいということで要請を今いたしておりまして、向こうも今一生懸命動いておるんだとい

うことで報告をいただいておりますので、しばらく我々もその動向を待ちたいと思いますが、しっ

かり情報を収集をしながら対応していきたい。また我々のほうから、こういうあれはどうかという

のがあれば、また提案もしていきたいというふうに思っておりますので、もう少し状況を見ていき

たいというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  岩本ひろ子議員。 

○議員（１２番 岩本ひろ子さん）  大型店については、平生町の中心部でもありますし、あそこが

電気消えていますと、あそこの子供たちのたまり場というような状況で環境にもよくないと思いま

すし、町としても活性化がないというのは、もうよそから来られた方も一目わかるような状況にな

っております。 

 また、町内の企業誘致は、なかなか企業の経済難、グローバル化、水の問題等で難しい現状です。

それならば、今現在ある企業に対して、町として密接のある関係を保つことが必要ですが、町長は

企業に対してどのように接しておられますか。企業がなくなってからでは町の活性化もありません。
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定期的にでも企業訪問をし、企業の活性化に協力していく体制をつくるべきだと思います。いかが

でしょうか、町長、お考えでしょうか。お聞きいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  企業ということで、商店ではなしに、町内に工場を持っておられる企業の

皆さんとは、定期的に工友会という会がございますので、そこでいろんな情報交換、それから意思

のお互いの疎通を図りながら、できるだけ皆さんの企業活動が円滑に展開できるように、町として

できる支援はしながら、具体的には個々の話も十分相談に乗りながら、現実にこの近隣でもそうで

すが、町としてできる支援をして、今そのことがうまく回転をしていっている例もございますので、

これからもそうした連携を大事にして取り組んでいきたいと思っております。 

○議長（福田 洋明君）  岩本ひろ子議員。 

○議員（１２番 岩本ひろ子さん）  連携があることはいいと思うのですが、先日もある企業の閉店

において──閉鎖において、ファクスで届いたというお話を聞きましたけど、これもやはり企業と

の関連が薄かったのではないかなという気がいたしますので、ぜひもう少し企業に目を向けていた

だきたいと思います。以上です。 

次の質問をよろしいですか。次の２番目の質問に入らさせていただきます。２番目に、地球温暖

化対策について、お伺いいたします。地球温暖化対策は、地球全体で取り組むべき問題であり、一

自治体の取り上げる課題ではないかもしれませんが、町民の一人一人が環境問題を意識的に考える

ことによって、排出量はかなり抑制されると思います。地球温暖化の原因は、石油などの化石燃料

の消費や土地の開発といった人間の活動による温室効果ガスです。また温暖化がもたらす生態系の

変化、気象の変化、食料生産の減少などの影響が、人類の生存基盤そのものを数世代にわたり壊し

かねないと言われています。 

 地球温暖化の主因となっている二酸化炭素排出量の抑制を目指すために環境家計簿を作成、一般

の家計簿は家計の収支を記録するものですが、環境家計簿は、家庭生活が与える環境への負荷を計

算し記録するものです。この取り組みを通して、消費者一人一人が、みずからの日常生活と環境と

がどのようにかかわっているのかを知り、自分の生活に伴って生じる環境への負荷を減らし、環境

に優しいライフスタイルを実行していくことが目的です。町民にこの環境家計簿を作成し配布して

はと考えますが、町長は、いかがお考えでしょうか。 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩いたします。午前１０時１５分から再開いたします。 

午前９時５９分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１０時１５分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 
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 山田町長。 

○町長（山田 健一君）  地球温暖化対策の中で、二酸化炭素の排出量の抑制に向けて環境家計簿を

使ってはどうかとこういうことで──家計簿を作成し町民に配布する考えはないか、こういうこと

でございます。 

 温暖化対策につきましては、御指摘のように、今温室効果ガスが年々ふえているというようなこ

とで、何とかこれを削減していかなきゃいけないと、将来を見据えて着実に取り組んでいかなけれ

ばいけない課題だという認識は一緒だと思っております。町としても、今、地球温暖化対策地域協

議会、これを設置をいたしておりまして、この温暖化対策についての取り組みを庁舎はもちろんで

ありますが、住民の皆さんのいろんな取り組みについても支援をしていこうとこういうことで今取

り組みをさせていただいております。 

 とりわけ、環境衛生推進協議会の皆さんが、かなりこの前からいろんなこの温暖化対策について

は、意識の啓発を含めて地域で地道に取り組んでいただいております。特に緑のカーテンも苗をず

っと無料で配布をしてやっていただいておりますし、町としてもいろんなそうした、あるいはまた

エコキャップの運動も取り組んで今おられます。そういう取り組みをしっかり支援をしていこうと

いうことで、町としても、今御承知のように、太陽光の支援をしたり助成をしたり、あるいはまた

防犯灯なんかはＬＥＤに変えていくようにということで、自治会の支援をしたり、町としても住民

の取り組みについては支援をしていこうということで取り組んでおります。 

 一つの手段として環境家計簿を活用していこうという、以前も消費者団体、あるいは環推──今

申し上げました環境衛生推進協議会ですが、においても、一度以前に話題になったことがあるよう

に聞いております。したがって、その後の状況を十分把握をしておりませんけれども、改めて地球

温暖化対策協議会、あるいは環境衛生推進協議会の皆さんにも、少しこの問題を投げかけてみて、

意識的にこういう取り組みがやっぱり積み上げていけば、結果的には、大きなエコ対策になってい

くわけですから、そういうことも含めて少し投げかけていってみたいなというふうに思っておりま

す。 

○議長（福田 洋明君）  岩本ひろ子議員。 

○議員（１２番 岩本ひろ子さん）  いろいろ環境問題について支援はされておられるようですが、

一人一人の心がけというのが大切だと思いますし、今、本当に気象の変化でいろんな災害が起きて

おります。この環境家計簿というのも、ほかの自治体で実際行っておられて、成果を上げておられ

る町もありますので、ぜひこれに取り組んでいただいたらと思います。以上で質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（福田 洋明君）  松本武士議員。 

○議員（１番 松本 武士君）  それでは、通告書に従って質問をさせていただきます。 



- 19 - 

 一つ目の福島原発事故後の上関原発に対する対応について、３つほど質問させていただきます。 

 まず、町長は、福島原発事故が起き、エネルギー政策が大きく変わろうとしている中で、上関原

発建設に対し、基本的にどのように対応されていくのかをお聞かせください。 

 また、今後の上関原発建設計画の進め方について、町民の方がかなり不安に思っていると思われ

ます。中国電力の方に納得できるよう説明していただかなければいけないと私は考えておるのです

が、町長のお考えは、いかがでしょうか。 

 次に、原子力事故の防災対策重点地域（ＥＰＺ）ですが、現在、国はＥＰＺを１０キロ圏内とし

ていますが、福島原発事故では、２０キロ圏内は相当な被害を受けております。平生町は、上関原

発予定地から２０キロ圏内にあります。国のほうにＥＰＺの範囲を２０キロ圏内に拡大していただ

くよう要望しなければならないと考えておりますが、この点についてはいかがでしょうか。 

 また、上関原発のような新規原発立地については、立地市町村だけでなく、大きな被害を受ける

可能性のある周辺自治体と住民の合意が必要な制度に改正するように求めなければ、住民の方々は

新規原発建設に納得されないと考えております。これらのことについて、町長のお考えをお聞かせ

ください。 

 また、電源立地地域対策交付金ですが、その後、電源立地地域対策交付金は、どのような予定に

なっておりますでしょうか。震災後で支給される見通しがありますでしょうか。以上、３点につい

てよろしくお願いします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  福島原発事故に関連をして、上関原発に対する町長の考え方、対応につい

てということで、御質問をいただきました。 

 今、先ほど渕上議員にもお答えをさせていただきました。重複するかもしれませんが、町長とし

て町民の生命・財産に責任を持つ、これは私に課せられた第一義の責任だというふうに思っており

ますし、皆さんが不安を抱かれていることについても十分受けとめております。 

 ただ一方で、この原子力のあり方、国のエネルギー政策、これについて、先ほど言いましたよう

に、国の政策決定、意思決定が優先をするという状況にあるわけでありますから、今我々とすれば、

国のほうも先ほどありましたようにエネルギー政策を見直していくということで、事故の検証も始

まっておるという状況でありますから、こうした政策が基本的にどうなっていくのか、あるいはま

た、その中で原子力がどう位置づけられて、それの防災指針がどういうふうになっていくのか、そ

こをしっかり我々も見きわめていきたいと、注視をしていきたいというふうに思っております。そ

れらを踏まえた上で、県の考え方なり、あるいは地元・上関町の意向、事業者の考え方、動向等を

十分見きわめて対応していきたいというふうに思っております。事態をしっかり冷静に見きわめな

がら、町の対応方針を決定をしていきたいというふうに思います。 
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 また、中電のほうの社長に説明を求めたらどうかとこういうことでございます。今までも折に触

れて、中国電力にはいろんな情報提供を求めてきておりますし、議会におかれましても、いろんな

研修会を開催をしていただいて、中電から説明を求められてこられておりますし、そこに我々執行

部も一緒に参加をさせていただいたりというようなことで、今までの対応は、しっかりさせてもら

ってきたというふうに思っておりますし、これから今、中電そのものにしてみれば、今、準備工事

については中断をしておるわけであります。上関については。したがって、今我々が直接事業者か

ら説明を受ける、そういう時期ではないというふうに私は今思っております。現時点は、そういう

ふうな認識を持っているということを申し上げておきたいと思います。 

 それから、ＥＰＺの件でございます。防災対策を重点的に充実すべきこの地域の範囲ということ

で、御指摘のように、この県の場合も国の指針に基づいて、県の場合も１０キロ圏域を目安にとい

うことで決めておるようでございますけれども、今回の福島の例をひいて、平生町も全部２０キロ

圏域に入るじゃないか、こういうことで今御指摘をいただいたんだというふうに思っております。 

 既に原発が稼動しているところは、これはＥＰＺの範囲を広げてくれとか、いろんなそれぞれ要

望決議がされたりというような動向がありますが、国においても、この今回の事故を踏まえて、こ

の範囲を見直す必要があるということを国のほうも今言っているようでありますから、国のこの方

針等を見きわめていきたいと思うし、またその中身については、必要があれば、町としても申し上

げていきたいというふうに思っております。 

 それから、周辺市町もということで、建設決定権ということでございます。一つは、いわゆる周

辺の町の意向・意見、こういうものをどう踏まえてやるかということだろうというふうに思います。 

 今回の今の上関の原子力につきましては、今まで県において、平成１３年の４月に、関係する、

当時はここ２市５町でありましたが、２市５町のそれぞれ周辺市町の意見集約が行われております。

そこで平生町としての意見も申し上げさせていただいたという経緯があるわけでございますけれど

も、そういった意味から、周辺市町が個別にということではなしに、むしろ県がどう判断をしてい

くのかということが、やっぱり一つの大きな焦点になるんだろうというふうに思いますし、今いう

この上関の計画そのものがどう位置づけられていくのか、今後のこの国のエネルギー政策の中で、

そこら辺は少し見きわめた上で、我々としてもこの問題については、そう簡単に結論を出すという

ことにはならないだろうというふうに思いますので、もう少し状況を見きわめていきたいというふ

うに思っております。 

 それから、交付金でございますが、御承知のように、２月２４日に県が配分総額８６億円、２市

３町、配分額を決定をし、公表をして関係市町村に通知があったところであります。その後、東日

本大震災ということで、福島原発の事故が発生をしておりまして、収拾のまだ依然として見通しが

立っていない、こういう状況であります。 
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 国において、先ほどから言っておりますように、エネルギー政策全般について見直すというふう

に言っておりますし、これからそれがどうなっていくのか、このエネルギー政策の一環としてこの

交付金が位置づけられているわけでありますから、当然交付金制度自体がどうなっていくのかと、

白紙の状況にあるというふうに考えております。 

 この交付金は、立地自治体、立地をされる自治体は、直接国から行きますが──交付されますが、

周辺の自治体は、県を通じて配分をされるということになっておりますので、平生町は、県へ交付

申請をして、県を経由して国に進達をされるという状況になってくるわけでありまして、県におい

ては、これは報道でありますけれども、知事が交付金制度をどうするかを確認しない──これは国

に確認しなければいけないが、事故対応に追われて検討していないと思うと、国のほうがですね、

交付手続を進める状況にはないというふうに県のほうは言われたというふうに報道をされておりま

す。こういうことで、当面２市３町から県が申請を受けて、これを取りまとめる状況にはないとい

うふうに考えております。 

○議長（福田 洋明君）  松本武士議員。 

○議員（１番 松本 武士君）  御答弁ありがとうございました。 

 国や県の方針の状況を注視したいということなので、注視されるのは注視されていただきたいと

思うんですが、もし上関原発が建ちましたら、一番被害を受けるのはその周辺の住民だと思うので、

必ず事故が起きない原発、できれば危険な発電はやめてほしいというのを何とか私は考えておるん

ですが、できれば、どうしても建てるようにということになりましたら、平生町の方々が納得でき

るような住民投票やそのようなことを実施されてもいいのではないかと私は考えております。 

 次に、２番目の質問事項に移らさせていただきます。自然エネルギー推進・省エネについてです

が、二つほど質問をさせていただきます。二井関成知事が、県知事が、メガソーラーの建設を進め

るため、自然エネルギー協議会に参加される意向を示されましたが、設置候補地について、具体的

なものはない、参加した後に考えたいとおっしゃられているので、平生町の阿多田地区への設置を

提案してはいかがでしょうか。また、元ゴルフ場予定地や遊休農地では可能でしょうか。 

 次に、企業が省エネ対策として、夏場の７月から９月、日曜勤務の実施を予定しているようです

が、それに伴い平生町にて日曜保育の必要性が生じていないのでしょうか。また夏場の省エネ対策

として、平生町では何か特別に取り組まれる予定はありますでしょうか。以上、２点、よろしくお

願いします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  自然エネルギーを推進する省エネの立場から、大きく二つ、２点、御質問

をいただきました。 

 １点目は、メガソーラーについて、県としてもこの前の自然エネルギー協議会に参加の意向を示
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されているということで、平生町の阿多田にどうかという御提案をいただきましてありがとうござ

います。阿多田の経緯につきましては、御承知のように、いろんな歴史的な経緯を踏まえて、あの

土地、膨大な土地であります。何とか地域の活性化に資するようにということで、国有地でありま

したので、一部の払い下げを受けて、町において公園の整備、コミュニティの整備等々やってまい

りましたし、県においても臨港道路の整備など今日まで協力をいただいてきたところでございます。 

 ただ、この全体の開発ということになると、町では、現実的にはなかなか厳しい財政状況もこれ

ありということで、厳しい。いろいろ議会の皆さんとも相談をして、結果的には、国において、こ

の土地の売却手続き等についてはお願いをするということで、一定の結論に達しているところであ

ります。 

 ただ、地域の活性化や住民福祉の向上につながるようにと、町ともしっかりそこは連携をとって

やっていきたいというふうに思っておりますし、この阿多田の件につきましても、私は、県のほう

には、機会あるごとに、ここの有効活用、いい活用方法があれば、ぜひ県としても協力をしてほし

いということを常々申し上げておりますし、特に昨年は、あそこで県の総合防災訓練を実施をいた

しました。知事もみずからそこへ来て現地を見ておりますので、十分認識は、県のほうは持ってお

るというふうに思っておりますし、これからまた協議会に参加をして、今から具体的に県のほうも

考えるということですから、この辺については、県も十分認識をされているんじゃないかというふ

うに思っております。 

 それから、旧ゴルフ場の跡地でございますが、これも結構広さはあるんでありますが、御承知の

ように、今は雑木が繁茂している状況であります。保安林とか、危険ため池とか、いろんな形状で

はいろんな起伏があったりして、これを一たんやるとすれば、さら地にしなきゃいけないというよ

うなことで、大変なこれは造成するにも、大きな事業になってくるというふうに思っておりまして、

かなり御承知のように、虫食い状況になっているということもありまして、これがその適地かどう

かということになると、なかなかこれは判断を要するんではないかというふうに思っております。 

 また、遊休地のお話もございましたけれども、農地の場合は、やっぱり相当これは大きな面積が

要るわけでありますから、メガソーラーですから、かなりクリアしなきゃいけない条件が、農地法

とか出てくるはずであります。農業振興との兼ね合いをどうしていくのかと、これはやっぱり研究

をしてみなきゃいけないだろうというふうに思っております。 

 いずれにしても、この自然エネルギー重視の流れという中で、メガソーラー、みんなが英知を結

集をして、これからこういった太陽光発電、町とすれば、今太陽光発電の普及に取り組みを進めて

おりますので、そういったできるところから対応させていただきたいというふうに思っております。 

 次の企業の省エネ対策の一環として、日曜勤務で日曜保育はどうかということであります。既に

報道があったように、県内では、防府のマツダが、これは日本自動車工業会、自動車メーカーは、
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皆、省エネということにありまして、土・日に稼動させて、代替として木曜・金曜、休業するとい

うような方針のようであります。したがって、土・日に保育の必要が出てくるということで、防府

の場合は実施をされるようでございます。 

 町内で、じゃあそういうあれを対応をされているのかということで、町内企業等についても調査

をさせていただきました。今のところ、休日の操業、就業時間の変更等は、今のところ把握をいた

しておりません。 

 そして、保育所、それから放課後の児童クラブの利用者からの休日保育等の今要望とか相談とい

うのは、現在のところ来ていないということでございますので、日曜保育については、今のところ

予定をしていないということでございます。 

 それから、町としての省エネ対策、夏場の省エネ対策として平生町の取り組み、町としては、今

日まで、町内では、エコオフィス実行計画というのをつくっておりまして、このエアコンを温度調

整をしながら、あるいはまた、フィルターを小まめに掃除をするというのから始まって、ずっと電

気の消灯の問題までいろんな取り組みを行っております。 

 それから、町としての空調、照明器具の省エネ機器、緑のカーテンの設置、ノーマイカーデー、

ノー残業デー、太陽光発電の推進等々、あるいはまた、今年度から、さっきも言いましたが、ＬＥ

Ｄの助成についても取り組みをしておりますし、公共施設への太陽光の導入というようなことで取

り組みをさせていただいております。 

 だから、特に夏場だけという意識、クールビズなんかそうなんでありますが、夏場だけという意

識というよりも、むしろ四季を通じて、この省エネというのはしっかりやっていかなきゃいけない

課題だし、広く言えば、我々のライフスタイルそのものまで問われるというそういう意識が必要な

んだろうと思います。環境に優しいまちづくりを進めるために、引き続いてそうした省エネについ

ても取り組みを進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  松本武士議員。 

○議員（１番 松本 武士君）  阿多田地区について、メガソーラーについて御検討をいただくとい

うことでありがとうございます。もし阿多田地区でメガソーラーを設置されるという運びになりま

したら、平生町の中にある平生町民の方々にも何か関係するような仕組みというか、パネル一枚ぐ

らいのお金を町民一人一人に出してもらって、みんなでつくろうメガソーラーみたいな感じで、そ

ういう自然エネルギーをみんなで推進していくんだという運動みたいなのができれば、みんな自分

の家庭に太陽電池、太陽光発電装置をつけるというのは、かなりの負担ですので、そういう形で家

につけられない方も、そういう大規模なところに少しずつでも参加しているという形もありかなと

私は考えておりますので、もしそういうメガソーラーを設置されるという運びになったら、そうい

う形でやられると、町民の方々もそういうメガソーラーについて愛着を持っている、自分の町にあ
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る自分たちでつくったものだという愛着が沸くのではないかなと私は考えておりますので、もしそ

れもできれば御検討をいただきたいと思います。以上で質問を終わらせていただきます。ありがと

うございました。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  貴重な御意見をありがとうございました。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  今回、５点の質問通告をいたしまして、一つずつやってまいりま

す。 

 まず一つは、防災計画の見直しについてです。これだけのことが起きてきたわけですから、当然

いろんなことが進んでおりますし、大急ぎでやれとも言いません。今の取り組みの状況、それから

今後の考え方については、今まで先ほどの質問でも、地域防災計画について触れられたようですか

ら、答えられるのはどなたの質問でもいいですから、準備もしておられると思いますが、どういう

ふうな取り組みをしておられるのか、お考え、それから考え方をお伺いをしておきたいと思います。 

 もう一つ、今度の災害で一番大事なことは、計画を立てるに当たって、やっぱり地球の歴史を知

ることだと思うんです。私たちは、この今地球の上に住んでいますけど、実際には、ヒマラヤ山脈

も地球のその動きの中で出てきたものですから、いろんなそのことが地球上で起きてきていると思

うんですよね。だから例えば人類が住み着いてからも、いろいろ今回の地震が、原発事故が起きて

からやっと表に出てきたんですが、いろんな調査が進んできております。その点でも私は、この平

生町が干拓をしてできた町です。こういう特性から、長い歴史の中でどういうぐあいにやってきた

のか、災害対策を防災計画をつくる上には、大切な視点だと思いますが、この点についてどういう

お考えをしておられるか、お伺いをしておきたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  防災計画についての見直しについて基本的な考え方でございますが、平生

町の今ある地域防災計画につきましては、平成１１年に改定をいたしております。それは、阪神・

淡路大震災を踏まえ、そしてまた、その後の山口県の防災会議において見直された防災計画、この

辺の県の被害想定調査をもとにして策定をされた、そうした調査報告、こういうものをもとにして

平成１１年に改定をいたしております。 

 しかし、今、今回のこうした大震災、あるいはまた、国も今見直しに入っていると。そしてまた、

県も防災会議で今、独自にこの対応しておると。特に県の場合は、去年・おととしと、防府、それ

から山陽小野田等での土砂災害等を踏まえて見直したいというようなことで、国や県やそういった

もう全体が見直し動向に入っておるということもありますし、町としても確かにこういうゼロメー
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ター、先ほどから出ておりますように、ゼロメーター地帯でありますが、洪水だとか台風だとか

そういうものを前提に今までの災害対策というのが組み立てられておりまして、特に地震もありま

すが、それに伴う津波の話等についてはなかなか十分な対応が、避難の中にはあるけれども、じゃ

あそういった避難訓練をやったのかと言われれば、やっていないというような状況。 

 それから、先ほども教育長のほうからもありましたように、管理マニュアル等もありますが、そ

の中にも津波を想定した対応はとれていないというような状況ですから、もろもろのそういう状況

を踏まえて、この見直しの今時期にあるし、その準備に入っているということでございまして、し

っかりこれは、どんどんやっぱり状況が変わりますから、しっかりそこら辺は、その分析をやって

体制と、それから県との連絡体制やら含めて、しっかりしたものをつくり上げていきたいというふ

うに考えているところであります。 

 それから、地球の歴史、大きく言えばそうですし、それから地域の歴史、こういうものをしっか

り踏まえて対策をとるべきだということであります。先ほども言いましたように、今、平生町の大

前提になっているのが、言いました県のそういう被害想定をもとにして組み立てておるという状況

でして、県もそうですし、もう一回、そういった歴史を振り返っていこうと。ましてや中央のほう

も、どうも聞いてみたら、昔の貞観津波ですか、そこら辺までさかのぼって、もう８６９年という

んですから、もう１０００年以上前ですが、その辺の堆積物があったので注意をしとったんだけれ

ども、なかなかそれが反映されていないというようなことで、大変残念なことだったということの

反省に立って、少しそこら辺の歴史的な経緯も見直していこうというような動きがあるようでござ

います。 

 今、おっしゃったように、歴史は、やっぱり大事でありますし、しっかりそれを踏まえて、ある

意味じゃ一つのデータとして生かしていくというのは、これは、大事なことだろうというふうに思

っております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  防災計画の取り組みですが、国がやること、県がやること、町が

やること、３つあると思うんですよね。だから、いわゆる国の基準が一つ要る、県の方針も要る、

でも平生町という地形を研究をして、それにあった対策を進めるというのも平生町の計画なんです

よね。そういう点では、町としてそういう今までの計画をどこを見直すかと、津波の対策は、今先

ほども今も言われましたから。じゃあどの程度の津波がこれからその予想して、どういうものをし

たらいいのかとか、いろんなことがあると思うんです。例えば津波が来れば、海岸線がいかれるだ

ろうと、もう３メートルといえば、多分大井川水系が一番いかれるでしょうね、今の対策でしたら

ね。そうすると、小学校も浸かるんじゃないかとかいう話が出てくると思う。だからいろんな想定

は考えられると思いますから、平生町として考えられる想定をして、計画を町の頭でつくっていく
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ことが大切になってくると思いますので、この点を主力に置いてほしいと思います。 

 それともう一つ、今回やっぱり一番思うのは、私の立場で言えば、年寄りがたくさん亡くなって

いると、結局やっぱり災害のときには、弱い人間が一番先に死ぬという、そのままの状況なんです。

これについては、やっぱりしっかりとした視点を置いて計画をつくっていただきたいという要望を

しておきたいと思うんです。 

 それと、避難先での対策もありますけど、地域の自主防災組織の話が出ました。私は考え方はい

いと思うし、どんどん進めてほしいと思うんですが、実際には、今の自治会の状況を見てみれば、

自主防災組織として本当に災害のときに力が発揮できるような、日ごろからの組織として状況にあ

るのかというとこだし、疑問に思うんですよ。いろいろやると、補助金がもらえるというぐらいか

ら、それはそれで動機としていいんですが、特に自治会の単位が大変小さいわけですから、例えば

２０世帯ぐらいのところに防災組織、それが本当に機能すれば役に立つかもしれませんが、実際に

は、そういう何ぼの自治会ができたという報告はいいんですが、私はこの地域のその自治会の自主

防災組織については、もっと再編成をしていく必要があると思うんですよ。この点についてもちょ

っと考えを聞いておきたいと思います。 

 それと、先ほど町長の答弁があったからいいんですが、私は今度の災害を見て、大変びっくりし

たので自分も考えたのですが、やっぱり昔、大変な津波が実際には、太平洋沿岸で中心に起きてい

るということなんですよね。ただ東京電力の福島第一原発の地域でも、あの地域に１４００、何年代

か忘れた、とにかく大変な津波が起きて、実際に地質調査をして古文書を、古文書と地質調査なん

ですね、これはわかるのは。いろんな問題提起をしたのに、国元等でも取り上げなかったという、

ここは一つの大きなミスだと思うんですよね。 

 それともう一つ、まだびっくりしたのは、鎌倉に大仏様があるわけですが、あれには、ちゃんと

奈良の大仏様のようにお寺が上に建物があったんです。歴史をその古文書、それからいろんな地質

調査をしてみたら。１４００年代の津波で流されているんです。大仏様は重いから残ったと。建物

が壊れたときに傷跡が大仏様は残っているようです。テレビで見ました。 

 とすると、やっぱり浜岡は危ないなというぐあいに私は思ったんですが、菅さんがどういう意図

であそこをとめられたか知りませんけど、それは、あの位置で大仏様の建物が流されていったわけ

ですから、じゃあどの程度の規模の防災計画をつくればいいかっていうのも、これから先、私もそ

れは想定をすることができません。今から国も調査をするでしょうけど。特にやっぱりそういう長

い歴史をとる、その古文書と地質調査、これをちゃんとやっぱり県に要請をしてやっていく必要が

あるんじゃないかという気がするんですよね。この観点をぜひ見続けていってほしいと思いますか

ら、これも要望しておきたいと思うんです。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 
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○町長（山田 健一君）  要望は、承りました。１点だけ、自主防災組織についてでございます。 

 今は、とにかくできるだけ全自治会で自主防災組織ができるようにということで、そのことを通

じてやっぱり皆さんが、それこそ「自助・共助・公助」じゃないけれども、共助の精神がお互いに

地域で、まず何かがあったときには、地域でお互いに支え合い、助け合っていくんだという、この

基本だけは大事にしていきたいということで、まずはつくっていただくと。その今私もそのことは

申し上げているんですが、実際にじゃあその自主防災組織が機能していくようにしなきゃいけない

と。そのためには、やっぱり避難訓練をやったり、いろんな講習会をやったり、身近にいろんなそ

の取り組めるやつは取り組みをやっていこうということで、いろいろやっていただいているところ

もありますし、そうでないところもあります。つくっただけというようなところもはっきり言って

ないことはない。 

 したがって、その辺も、今はとにかく全部つくることに取り組み、力を入れておりますが、ある

程度一定段階になれば、やっぱりでこぼこがありますから、少し状況を見て考えていく避難の訓練

のあり方や、防災意識を高めるためにどうするか。場合によっては、今おっしゃったように、小規

模なところについては、もうちょっとこの規模を統合して考えていくのか。いろんなその方法はあ

ると思いますから、十分そこら辺はこれからも考えていきたいと思いますが、今はとにかくできる

だけたくさんの自治会でつくっていただくように、そのことを今要請をしているという状況であり

ます。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  今回の災害の中でも、地域によっては日ごろから訓練をしておっ

て、有効だったということもマスコミ等で読んでおります。ですからこの防災組織をつくるんでは

なくて、やっぱり活動する、こういう点を今後の課題として申し上げておきたいと思います。 

 次にいきます。町の活性化対策についての質問ですが、先ほど岩本議員のほうから出ましたから、

ちょうど重複しますから中身はいいですが。私は、先ほど答弁を聞いて思った。それと途中で一回

経済課に問い合わせをしたことがあるんですよ。半年ぐらいになりますかね。何としても暗いイ

メージでいけんが、町は、何かしよってんかねという話をお伺いしたことがあるんですが、それで

町のほうで町長自身も動いて、いろいろ取り組みをしておられるようだという報告を聞きました。 

 なら、私は今後、これはぜひ考えを聞いてみたい。行政報告を年に４回やられるんですよね。あ

あいう大きな問題については途中で、また気配りですよ、これ。どういう今、町の顔が暗くなって

いると。これについて私はどうしていると、そういった報告は入れて、みんなと情報を共有化じゃ

ないですが、そうすればこういう質問もなくなるんですよね。そういった報告をちゃんと入れる必

要が私はあるんじゃないかと思いますから、この点についてだけ御質問します。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 
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○町長（山田 健一君）  いろんな対応しておりますので、どの辺までどういうふうに判断をして行

政報告としてやっていくのか、大事なテーマでもありますから、十分これからもその辺は配慮しな

がら、テーマを決めていきたいというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  行政報告のことで今のことで、やっておれば報告ができるんです

よ。だから、それなりの努力ならなかなかそこまではいっていないということになるんですがね。

こちらから受けとるほうは。じゃあいろいろ報告を先ほどされましたけど、途中で報告をするよう

な取り組みではなかったのかというように思わざるを得なくなりますので、ここのところは、今後

行政報告をつくる場合は、よく検討をされていく必要があるんではないかと思いますので、注文を

しておきたいと思います。 

 ３点目、町の環境対策についてという話をしました、目的に出していますが、私は、議会が済む

と、次の日から、その次の議会の一般質問のテーマをずっと考えるという習性が長い間の議員活動

でついておりまして、３月にちょうど選挙もありますので、町をうろうろしておったんですが、そ

うすると、放置自転車、放置車両というのは気になりましてメモをしました。町のほうでも、放置

の自転車については、対策をとられまして、きれいに３月にされております。やっぱりやられたな

という。ところが、車両のほうはそのままのようですが、現在どうなっておりますか。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  放置車両の対策についてでございます。放置車両の現在の状況ですが、今、

町内でそれぞれ放置車両に対する対応については、所管でそれぞれ対応させていただいております

けれども、今、町として私のほうでつかんでいるのは、３台というふうに聞いております。それぞ

れ教育委員会の所管と建設課の所管ということで上がってきておりますので、内容については、そ

れぞれの課のほうから状況について報告をさせていただきたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  高木教育長。 

○教育長（高木 哲夫君）  教育委員会で管理をしておる土地での放置車両について、お答えをいた

したいと思います。これは、議員さん、御存じと思いますが、行政協力員会議で、ある自治会長さ

んからお話が出たケースでございます。昨年の４月ということですから、もう１年以上、解決に至

っておりませんが、ちょうどスポーツセンターのところのガソリンスタンド裏側に１台駐車したも

のがございます。そういった御指摘、指摘を受けて、すぐ警察、平生幹部交番と一緒に所有者を調

べ、なおかつ所有者宅に行きました。車両の所有者自身は不在、長年にわたって住所は構えている

けど、本人はいないというような状況で、家族のものと鋭意交渉はしてはおりますが、今もってそ

の車両の移動、撤去ということには至っておりません。今後引き続き所有者とお話ができなければ、

家族に対して移動を求めていきたいというふうに思っております。 
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○議長（福田 洋明君）  安村建設課長。 

○建設課長（安村 和之君）  失礼します。建設課で所管している施設にあります放置車両につきま

しては、ボートパークに１台、佐賀の尾土路住宅に１台ございます。ボートパークにつきましては、

平成１９年９月ごろから時々見受けられましたが、その間、出入りがございまして、最終的に放置

状態になったのが昨年あたりではないかと思っております。 

 この間、１９年に最初に見かけたときには、ナンバーがついておりましたので、所有者を検査局

のほうで調べまして、所有者を特定できました。それで、すぐさま電話を入れたわけですが、本人

はおらず行方不明ということで、家族の方にそういう状況をお話をしました。そうするうちに、ど

ういいますか、移動をされておりました。 

 それで、最近ここ２年ぐらい前から、特にまた見るようになりましたが、このときまたそういう

状況でございましたので、再度電話を入れましたが、このときには、既に車両は廃棄した、名義も

変更しておるというようなことでございましたので、そのときは父親さんが対応されたわけなんで

すが、どういいますか、一切うちと関係ない、電話をされたら迷惑だというようなことでございま

した。このことを踏まえまして、県土木のほうにも、施設の監理者でございますので、県土木のほ

うに現在、協議相談をいたしまして、結果を待っている状況でございます。 

 それと、尾土路住宅につきましては、軽バンがございまして、これについては、もう完全な廃車

状態でございまして、調査をいたしますと、近くの入居者といいますか、住宅の入居者が倉庫がわ

りに利用されておったということが判明いたしましたので、このことにつきましては、入居者に対

して移動してくれというお伝えはいたしておりますし、御本人からも了解をいただいております。

以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  私が確認した３台、そのままです。お話をしましたから、ちょう

ど話が合うたのか、確認をしちょってのか、知りませんけど。 

 それで、あんまりそれは言いませんけど、二つ問題点がある。一つは、あそこへ以前からあって、

行政協力員会議で指摘をされていると、それがもう１年以上前と。それと、その後の報告をされる

かなと思ったら、それもないようでした。（３０ページに訂正発言あり）やっぱりこれは、対応も

進んでいるのかどうかわからないという、一つのやっぱり行政に対する不満の一つのもとになるん

じゃないかと思いますから、ちゃんとした対策をしてほしいと。後の車についてもそうなんですけ

ど、特に指摘をされた車ですから、これは要望しておきます。 

 それともう一つ、なぜ私はこの質問を取り上げたかというと、役場の職員の皆さんは、町内から

出勤してくる方がかなり一番多いし、また町内で毎日仕事をしている。そうすると、何か異常なこ

とがあったら、どうしてだろうか、どうかせにゃいけんのだろうかという問題意識を常に持つ必要
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が私はあると思うんですよね。 

 例えば、ボートパークの車でも、草も生えてああいう状況ですが、あそこは前を通って、なして

あの車はあそこにあるんだろうか。どうかせにゃいけんのじゃないかと、こういうぐあいにどうし

て思われないんだろうかというのを私は思うんですよ。だから、常にやっぱり役場の職員の仕事を

する上での心構えという点で、私はこの問題を今回通告をいたしました。指摘されたら早く対応を

する、それから常日ごろからいろんなことを気をつけると。 

 例えば、これは、すぐ早く対応していただきましたけど、中央通りの栃の木が６３本枯れたんで

す。それでお話をしまして、全部伐採をしていただきました。何か通っておかしいことがあるんじ

ゃないかという問題意識をもっと持っていく必要が、仕事の中、全体に必要なのではないかと思う

んです。この点について、町長、お考えを聞いておきたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩いたします。午前１１時２０分再開といたします。 

午前１１時０５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１１時２０分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 

 山田町長。 

○町長（山田 健一君）  放置車両の対策に関連をして、町の職員の心構えについての御指摘をいた

だきました。御指摘のことは、ごもっともだと思いますし、問題意識を持ってやる。役場の職員も

仕事の場は役場だけではないんでありますから、そういう意味では、事あるごとにまた十分私のほ

うからも、指摘をして対応するように指示をしていきたいというふうに思っております。 

 また、もう一つは、やっぱり環境パトロールというのを今やっていますから、この辺も十分注意

をしながら対応するように、よくまた指示をしておきたいと思っております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  先ほどの私の発言の中で、「放置車両について請求を受けて報告

をしていない」という表現をいたしました。秋の行政協力員会議では報告をされたようで、私の記

憶が間違っていましたので、その点は訂正をしますが、この春にはなかったのは確実ですし、現在

も車があるのも確実ですから、その点は十分私も陳謝いたしますが、考慮して取り組んでいただき

たいと思います。 

 それでは次、この３月からこの５月にかけて、いろんなものが町民への情報提供として配布をさ

れました。一番新しいのは、この男女共同参画プランの概要版というのを先般、全戸に参りまして、

これを読んでみまして、これは何が書いてあるんじゃろうかという一つの疑問を思ったんですよね。

これが本文です。こっちがその概要版。その前には、この総合計画の本文と概要版が配られました。 
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 もう一つあるんですよ。地域福祉計画の全体と概要版。これは全体じゃなくて、行政協力員会議

だけに配られたんです。配られたと思うんですが、とにかくこの概要版を読んだら理解ができない

というのが私の感想なんですが、町長、どんな感想を持っておられますか。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  概要版につきましては、要点をまとめて、少しでも住民の皆さんに関心を

持ってもらって、この内容に興味を持っていただくようにということで概要をまとめさせていただ

いて、本編だと、やっぱりなかなか読みこなしていくのは大変でございますから、できるだけ住民

の皆さんにも、概略、この読んでいただけるようにと、中身についても知っていただけるように。

さらに詳細については、いろんなまた総合計画等につきましても、今広報でそれぞれまたテーマ別

に報告をさせていただいたりというようなことで、あくまでもそういう概略をつかんでこういう計

画だというのを知ってもらおうということで、やっている中身だというふうに受けとめております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  それは、概略版を配ろうという意図の説明であって、これで住民

の皆さんが情報提供を受けて理解できるかどうかというのは別問題なんですよね。この男女共同参

画社会。私は、読んで多分理解をいただけないと思うから、どうかという質問をしたんですけど。 

 それから、情報提供自身は、私は悪くないと思うんですが、もっと情報提供をするんなら、理解

をしてもらえるようなものを配らないと、配ったから終わりというんじゃだめだと思うんですよ。

大変なこの予算もかけてですよ。そうすると、概略版自身にいろんな無理があるんじゃないかとい

う発想も要ると思うんですよね。じゃどうするかと。少なくともこの３つを読んだ限りでは、もう

とにかく地域福祉計画なんか、もう途中で頭が痛くなる感じ、何が何かわからんから、そんな感じ

をしたんですけどね。せっかくつくって、どうしてその皆さんに理解ができないものを配られるん

ですか。そのことを聞いているんですよ。町長、これで十分、本文をつくっておられるから、私は

理解していると言われるかもしれませんが、全然関係ない人が見たら、本当に理解ができるのか私

は疑問に思うんですがね。このことについてお伺いしたんであって、概略版を発行したことについ

てお伺いしたんじゃないですよ。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  私は出したほうでございますから、当然皆さんに御理解をいただけるもの

という前提で出させていただきました。内容について、ここは理解できんじゃないかと、個別に指

摘をいただければ、それぞれお答えをさせていただきますけれども、一応それで理解をできるだけ

していただくようにということで、その一助としてこの概要版を出しているという、ぜひ皆さんに

も関心を持ってもらいたいということで出させていただいております。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 
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○議員（１１番 平岡 正一君）  ここでまた一つ見えてくることがあるんですよ。この３つを見て

いたら。ちょうど皮肉なことに、参考に申しますが、この男女共同参画プランと、これは多分自殺

防止のチラシなんですよね、自殺防止。一緒に来ました。全戸配布で。これは大変よくわかるんで

すよ、これ。大変よく。これはもう、随分、よく理解できるなあと。これぐらいになったら、それ

はそのうれしいんですが、これは一つのテーマだけですからね、でも書きようがやっぱりあると思

うんですよ、内容。じゃあ個別にというんなら読んでみてもいいんですけどよ。やっぱりやめまし

ょうか。 

 それで、これは大変よくわかります。これででも一つ不満があるのは、やっぱり配るときには、

情報提供をするのを、よく読んで配ってほしいんです。この緊急の連絡先が書いてあるんですよ。

この後に、フリーダイヤルが。山口県のを見たら、この中にないんですよ。そういう資料を配られ

ているんです。それはそれでいいけど、そういう点も配慮していただきたいということなんですよ

ね。案外、やっぱり情報提供をあなた方は、したしたと思われるけど、住民に理解されにゃだめだ

ということをよく念頭に置いて、情報提供をするように改善をしてほしいというのが一つ。 

 もう一つ、私は地域福祉計画について、町のこの皆さんに知ってもらう期待をされるという観点

から言うと、大変熱心な取り組みをされました。みんな期待をしたと思うんですよね。ところが、

これはいわゆる老人福祉──高齢者福祉計画や障害者福祉計画に比べたら下位にある計画なんです

よね。ですから、それほどのその重要度がないんですよ。したがって、本も手作業でつくられたし、

概要版もこのぐらいなんですよ。 

 それで、みんなやっぱり参加をして期待をされておると思うんですけど、結局、参加された人に、

どういうぐあいに情報が返されたかという点では、そこのところはつかんでませんけど、町のその

生活活動のあり方として私は順番が違うと思うんです。第四次総合計画をつくることは、わかって

たんです。そうすると、町の一番重要な対策として、第四次総合計画をつくるために、日程をどう

するか、住民の皆さんは、どう意見を聞くか、ここに集中すべきであったのではないかと。ところ

が、そのちょっと前に、地域福祉計画で先にやりましたから、こちらに住民の皆さんの関心が行っ

たんですよね。したがって、総合計画のときには、参加者も悪い、担当職員が大変苦労するという

状況がありました。 

 だから、こういうことをつくるときには、そのトップのほうでこういうことをせんといけんと、

重要度からいけば、住民の皆さんの意見を聞くのは、この順番よと、そういう作戦を立てて取り組

む必要が私はあったと思うんですよね。したがって、地域福祉計画に参画した人は、私は不満が残

っちょるんじゃないかと思うんです。そういう点を３つのことを見て私は考えたんですが、この点

について、２点ほど質問します。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 



- 33 - 

○町長（山田 健一君）  この概要版そのものが、内容的にわかりやすいようにというのは、これは

我々も心して、今からつくるときは、できるだけ住民の立場から見て、わかりやすいようにという

配慮をしていかなきゃいけないというふうに思っております。 

 それから、地域福祉計画につきましては、御指摘のように、ちょうど総合計画策定と、相前後し

て、住民の座談会をやったり、あるいは総合計画のいろんな皆さんからの御意見を聞く機会を設け

たりというような、たまたまそういう形になりましたけれども、流れは、そういう流れで総合計画

があって、地域福祉計画があって、そのもとにそれぞれの各障害者基本計画、高齢者基本計画等々

が包摂をされていくわけですから、我々とすれば、総合計画とこの地域福祉計画の整合性をしっか

りとれるようにと、ここを最大のやっぱり焦点に置いて取り組みを進めさせていただいてまいりま

した。 

 そういうことで、御指摘のように、相前後して、こっちに行って言うたんじゃが、どうなっちょ

ろうかというようなふうに思われた方もあるかもしれませんが、これは、もう今からしっかりこの

地域福祉計画は、実践をしていかなきゃいけない部分でありますから、福祉分野での総合計画の、

いってみれば、一つの方向づけがされておりますから、今からこの中身を実践をしていくというこ

とになろうと思います。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  言いたいことがありますから、３回目ですから、後から言います。 

 もう一点、最後の迅速な事務執行についてです。４年に１回の町議会の選挙が今年ございまして、

町議会の立候補の受付の時間、これが大変長くかかりまして、私は大体自分で出席するようにして、

長い間、選挙はやってきましたが、今回びっくりしまして、このことについて、選挙管理委員会は

どのようにお考えをしておられるか。見解について考えをお伺いをしたいと思います。 

○議長（福田 洋明君）  吉賀選挙管理委員会事務局長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（吉賀 康宏君）  今の御質問でございますが、まず状況から

御報告をさせていただきたいと思います。 

 さきの町議選では、１４名の方が立候補の届け出をされまして、その大部分の方が、受付時間で

ございます８時半前に来庁されたところでございます。そういったことで、くじで受付順を決めさ

せていただきました。その後、順次受付をいたしまして、最後の方の受付が終了いたしましたのが

９時９分でございました。受付時間前からお待ちいただいた方は、約４０分間、お待ちいただいた

ということになると思います。 

 立候補の書類の受付事務につきましては、選挙を始めるに当たりまして、これは大変本当大事な

手続きでございます。慎重かつ適切な手続きが必要になるということでございます。また同時に、

書類の受理が、皆様方、候補者のスタートの関係もございますので、迅速に行うべきということで
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承知をいたしております。 

 本委員会におきましては、４年前の町議選の受付の際に、１時間以上、時間を要しておったとい

う教訓がございまして、それをその教訓のもとに、今回の受付事務については事前に担当者で協議

をさせていただきまして、例えば交付物資への氏名の書き込みを候補者の方にお願いするとか、七

つ道具等いろいろ書いていただいたと思いますが、それと、各種証明への候補者名の記載、これに

ついてもこちらの事務局の人員を倍増いたしたところでございます。そういったことで、時間短縮

の対策を講じてきたという状況ではございます。 

 その結果については、前回に比べまして、かなりの迅速化が図られておるというふうには思って

おります。また県や近隣の市町などに比べまして、所要時間は、ちょっといろいろと問い合わせて

みましたが、短いというふうに思っております。ただ、今御指摘のように、今後さらなる迅速化を

図りまして、そういった取り組みをしていきたいというふうに思いますので、ぜひとも御理解をい

ただけたらと思います。以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  いろいろ調査をされて答弁をされました。 

 まずいろいろな、私は今まで本人として出席をしての感想ですから、それぞれその結果について

言い争う気はありませんが、まずいいですか、私は簡単になると思っていません。６人の方が前に

並んで、一人ずつ書類を印鑑を押して回されて、久しぶりに見ましたね、ああいう官僚的な事務処

理というのを。一人が回ってちゃんと確認したら、次の人がまた見て印鑑を押す。それを６人やら

れるんですよ。それはびっくりしました。 

 それと次、必要な書類ですね、必要な書類、選挙の立候補──私なんかは今改善してほしい点を

今から挙げるんですよ。立候補の届け出に必要な書類は、立候補届と宣誓書と、それから戸籍です

ね。この３つです。あと党派がある人は党派証明書、４つの書類なんですよ。この４つが受付のと

きの書類なんです。 

 ところが、今回は、その一つ一つチェックするうちの中に、例えば運動員の報酬の支払いの名簿、

それから出納責任者、直ちに届けなさいという文書ですね。それから選挙事務所の設置届、それと

もう一つは、これもびっくりしたんですが、ポスターのチェックをされるんですよ。ポスターを持

っていない方は、後に回されるということもございます。本当にこれだけのいわゆる立候補に必要

な書類というのは、その３つか４つなんですよ。どうしてその６人の方が、その一つ一つチェック

する必要があるのかと。これがもう一つ。 

 それから、記入については、過去いろいろあるけど、例えばその表記、街頭演説用の表記、それ

から船舶や車両の使用、拡声器の使用、それと車上運動員等いわゆる運動員の腕章、こういったも

のがございますが、大半の場合はみんな候補者が持ち帰って今まで書いているんですよ。別に今回



- 35 - 

が迅速にしたわけじゃなくて、私はずっと自分で持って帰って書いた覚えがございますから、しか

しそれは別にそれほど迅速にするために改善をしたという点ではないと思います。 

 それから、いわゆる立候補をするのに事前の審査を時間を日にちを定めてされます。先ほど７人

の人が印鑑を押すという書類は事前審査を──６人。ごめんなさい。６人でした。事前審査をした

書類を一人ずつ、また印鑑を押されるんですよ。そしたら事前審査は何だったのかという議論にな

りますよね。 

 だから、そういう点では、前には、以前には、事前審査をした書類を封筒にしてのりづけにして、

このままさっとやりますから、そのとおり持ってきてくださいよと言われてやった年もあるんです

よ。それは、随分親切で早いですよ。そうすれば。改善の余地があると思います。 

 それともう一つ、これは注文ですが、選挙のいわゆる七つ道具の中に、先ほど言いました車上運

動員と、いわゆる運動員の腕章がございます。結局あの七つ道具は、業者任せにして、ビニールの

袋に入ったのをばさっとこうもらうんですが、あの腕章のひもも大変その不便なひもで、結局チェ

ックをされているのかどうか、ひもは通らんでしょ、あのひもは、ほつれて。そういうところも一

つずつチェック、いわゆる交付される商品としてチェックをされるのか、されたのかどうかなんで

すよね。これもやってほしいと思います。 

 それと、バラの花、全部、バラの花はずっと以前にあったんです。途中なくなったんです。それ

で、そのときの説明は、財政上の経費を軽くするためにやめましたという説明がありました。今回

復活したんですよ。そういう点でも整合性がない。ですから、一つ結果として言えることは、選挙

管理委員会には、マニュアルはあるが、その蓄積やその事務手続き、いわゆる引き継ぎ、こういう

点が不足しているのじゃないかということをつくづく感じましたので、この点について答弁をして

いただきたいです。 

○議長（福田 洋明君）  吉賀選挙管理委員会事務局長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（吉賀 康宏君）  今の御質問でございますが、当然引き継ぎ

マニュアルをちゃんと整備いたしまして、今後のそういった対応をしていくというのが基本でござ

いますので、このたびまたチェックをさせていただいて、御指摘の内容については、十分検討をし

ていきたいというふうに思っておりますし、改善できるものは、迅速に改善するように、こちらも

対応をしていきたいと思います。 

 今言われたような事前審査等についての、以前専用封筒に入れて、それでもうスピーディにやっ

たとか、審査するものが６人おったとか、これはかなり減員といいますか、人数を少なくしたりそ

ういったこともできますので、この辺は委員会で真摯に検討させていただいて、改善できるものは

改善し、マニュアル、また引き継ぎ等については、十分やっていけるような体制で取り組んでいき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  最後ですから、私のほうから提案をしておきたい。事前審査をし

っかりして、その中で事前審査を受けていない方は、当日、後に回りますよというのはよく説明を

しておけば迅速にする。６人も印鑑を押すような行政は、まず改めてほしいんです、それが一つ。 

 もう一つは、結局時間をとる一番は、もう一つは、いわゆるはがきの差出表と、それから選挙広

告の許可証ですね、あれに名前を書くのに時間がかかるんですよ、実際今回一番かかってるのは。

たった３０分か４０分じゃあないですか、倍増したという、今回２人だったでしょう。これを４人

にすればまだ半分に減るんです。３０分かそこらの間にもっと大量に、例えば立候補をする半分で

も準備しておけば、すっといくんですよね。だから、時間がかかったのはその二つなんですよ。 

 ６人チェックしたことと、その差出表と新聞の広告に名前を書いた人数が、この二つを改善して

いけばずっと早くなりますから、よく引き継いでおいていただきたいと思います。以上です。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（福田 洋明君）  細田留美子議員。 

○議員（８番 細田留美子さん）  それでは、通告いたしました結核対策について質問をいたします。 

 かつて国民病として恐れられてきた結核は、集団検診や適切な治療法ができたことで患者数が激

減しました。その結果、平成１９年３月に結核予防法が廃止されました。その後の対策については、

新たに感染症の予防、及び感染症の患者に対する医療に関する法律に位置づけられています。 

 そうした中、近年問題として上がっているのは、結核が猛威を奮っていた時代に感染し、潜んで

いた菌が合併症や体力の低下により発病する高齢者結核患者がふえてきたことです。また若い人の

結核患者も減少しているとはいえ、２０歳代で毎日４人程度の新患者が登録されています。 

 平成２１年１０月の統計によりますと、山口県では、新登録結核患者は、年間２５６人、死亡者

３６人となっています。かつては、すべての成人に対して集団検診を行っていました。しかし、罹

患率、死亡率の著しい低下によって、住民や医療機関者の関心も経験値も低下しております。現在

も年間２万５,０００人以上の人が発症する国内の最大の感染症です。町内での患者数や受診率な

どの現状と、結核に対する取り組みを質問いたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  結核の町内の現状と対策について、今お話がありましたように、昔は、国

民病と言われるぐらい本当に結核も多かったんですが、今克服できたというような感じできており

ますので、患者数が激減をしていると。しかし、そうは言っても、現実にはたくさんの方々が罹患

をされているという状況でございまして、町内における新規登録者は、資料をこれはいただいてお

りますが、平成１８年から２１年までは毎年１人です、平生町。今県で２５６人、死亡が３６とい

うふうに言われましたが、町内では１人、それから死亡はゼロ、これは２０、２１年ゼロです。そ
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れから罹患率の比較でございますが、県が１７.６、これは人口１０万人に対して。平生町は、

７.３ということで、罹患率は低い状況でございます。 

 ただし、今ありましたように、この医療機関に対しても、いろんな受診の遅れ、診断の遅れで感

染が広がったりというケースがありますので、この辺の対策、具体的な取り組み状況については、

健康福祉課長のほうから、乳幼児の取り組みとか予防対策とか、６５歳以上の検診等々ございます

ので、健康福祉課長のほうから答弁をさせます。 

○議長（福田 洋明君）  弘中健康福祉課長。 

○健康福祉課長（弘中 賢治君）  結核対策の取り組みでございます。先ほど御指摘がありましたよ

うに、平成１９年に結核予防法が廃止されまして、感染症の予防及び感染者の感染に対する医療に

関する法律、いわゆる感染症法へと統合されてまいりました。 

 町内の取り組みでございますけど、まず乳幼児につきましては、これは、ＢＣＧのワクチンで免

疫をつければ、発症することを大幅に減らすことができます。そういうことで、標準的には、生後

３カ月から生後６カ月に達するまでに接種することというふうになっております。 

 ２２年度の状況でございますけど、これは、生後３カ月から４歳未満の幼児でございますけど、

約９０％、ＢＣＧのほうを受診されております。それから６５歳以上の高齢者につきましては、毎

年度、定期健康診断として、一定の決められた時期に集団検診の方法で、レントゲン検診車が、町

内これは２７カ所巡回いたしまして結核検診を実施しております。このあたりのお知らせにつきま

しては、まず４月に、町内全戸に各種検診のお知らせをチラシを配布いたしております。また６月

には、お知らせ版で、再度結核検診のお知らせをいたしているところでございます。 

 しかしながら、６５歳以上の高齢者の方の受診率といいますのは、平生町内では、１０％台とい

う、県平均でも２０％台というふうに大変低い受診率ということで、このあたりの対策が必要とい

うふうに思っているところでございます。町内の現状につきましては、以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  細田留美子議員。 

○議員（８番 細田留美子さん）  本町における新規登録者患者は、毎年１人で、罹患率も７人台、

１０万人換算で７人程度と、低いというお答えでした。しかし、低いからといって安心というわけ

でもありません。６５歳以上の受診率は、今１０％ぐらいと、県の半分ぐらい、非常に低いという

ことは憂慮されることだと思います。患者数が少ないとはいえ、感染が広がったら大変厄介な病気

ですし、最近では薬の効かない菌も出現しております。結核は、昔の病気ではないという正しい認

識が必要ですし、最近の特徴としては、高齢者に多い集団感染がふえている、若い人にもふえてい

るということがあります。 

 検診は、６５歳以上が対象になっていますし、乳幼児のワクチンもこれは９０％以上という、や

はり子供に対するのは、皆、母親も父親もすごい気にしているところでしょうから、９０％の受診
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率。でも６５歳以上は１０％、この開きというのを大いに憂慮すべきと思っております。 

 すべての年代の人に、病気の特徴や感染対策などの情報提供を今からしていくべきではないかと

は私は考えております。６５歳以上の受診率アップを今からどのように取り組んでいかれるか、

１月にお知らせ版があり、６月にも知らせている、でも１０％台ということは、意識として、結核

はもう過去のものよ、大丈夫よと思っていらっしゃる方が多いんだと思います。ただ本当にうつる

病気ですので、万が一、若い人とか、その妊産婦なんかにうつると大変なことになりますので、そ

ういった意識啓発は今から非常に大事になってくると思います。高齢者にふえていくというような

可能性も大いにありますから。 

 それと同時に、外国人感染者対策についてお伺いします。国際化が進展して、それに伴い、研修

などの目的で外国人の入国がふえています。世界には、結核菌が蔓延している国が多くあります。

徳島県では、外国人結核患者が毎年発生していることから、外国人研修生等の受け入れ組合及び事

業所を対象とした結核健康診断を行っています。平生町でも、早期発見・早期治療の重要性を研修

生や事業主に普及啓発していくことが、必要だと考えておりますけれど、この件については、どの

ように考えていらっしゃるか、御質問いたします。 

○議長（福田 洋明君）  弘中健康福祉課長。 

○健康福祉課長（弘中 賢治君）  ただいま２点、御質問をいただきました。受診率が低いというこ

とで、こういった啓発をどのようにしていくか。それからもう一つは、外国人結核感染者への対策、

これをどのようにしていくかという御質問をいただきました。 

 まず最初の受診率向上に向けた取り組みでございます。この結核の感染事例の報告というものは、

今なお絶えることなく続いております。我が国においても、先ほど御指摘がありましたように、年

間２万５,０００人以上の人が発症している感染症であるということを忘れてはなりません。 

 また、結核は、遠い昔の病気ではなく、現代の病気という意識を持つということが大切でござい

ます。特に結核につきましては、予防と早期発見がポイントでございます。御指摘をいただきまし

たように、早期発見には、検診の受診率を高めるということが重要でございますので、このあたり

は、しっかり啓発をしていかなければならないというふうに思っております。 

 また、新しく結核を発症した人の半数以上が、６０歳以上の高齢者の方でございます。この高齢

結核患者の皆さんの特徴は、受診の遅れがあったり、あるいは治療開始後、早期の死亡が多いとい

うこういった状況を踏まえて、今後の高齢者結核対策や有用な情報提供、こういったことに努める

必要があるというふうに思っております。 

 さらには、毎年９月２４日から３０日までの結核予防週間において、啓発活動や結核予防の健康

教育を集中的に実施するなど、この結核週間を機会に、保健所、あるいは医療機関と連携を図り、

町民の皆さんの結核に対する意識を深めていかなければいけないというふうに思っております。 
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 具体的な取り組みといたしましては、各種健康相談のときに、この結核予防、結核対策、検診、

こういったものをしっかりＰＲしていきたいというふうに思っております。また広報紙に結核予防

に関する記事を掲載いたしまして、感染症に関する正しい知識の啓発に努めてまいりたいというふ

うに思っております。 

 それから、結核予防週間の周知を図る取り組みも必要でございますし、関係機関の情報誌、いろ

いろございますけど、こういった情報誌にも記事の掲載を依頼したいというふうに思っております。

こういったできることから、しっかり取り組んで啓発していかなければいけないというふうに思っ

ております。 

 それから、外国人の結核感染者対策でございますけど、最近では、外国人の結核感染者の割合が

増加傾向にございます。特に２０歳代では２６％、４人に１人が外国人ということで、この結核患

者は都市部に多い傾向がございます。出身国はアジア諸国が多く、この地域は結核の高蔓延国とい

うふうに指定されております。労働安全衛生法では、労働者は、定期検診を年１回受けなければな

らないというふうにありますので、事業者に対して検診を促していきたいというふうに思っており

ますし、例えば咳が２週間以上続くなど疑わしい症状などがあれば、すぐに受診をさせるというこ

とが大事でございます。この外国人に対する結核予防検診につきましては、保健所と連携を図り、

事業者に対してきちんと指導していかなければいけないというふうに思っております。以上でござ

います。 

○議長（福田 洋明君）  細田留美子議員。 

○議員（８番 細田留美子さん）  住民の健康を守るために、さらなる取り組みに期待をして、一つ

目の質問は終わろうと思います。 

 二つ目の質問に入ります。東日本大震災についてですけれども、先ほどから平岡議員もるる聞い

ておられましたので、私のほうからちょっと具体的な話をさせていただこうと思います。 

 今回の震災の中でもいろんな新聞報道がありまして、具体的にこういうことを平生町で取り組ん

だらどうかなというようなのが多々あったと思います。そのあたり町長、どういったところを今か

らその防災計画の中に生かしていこうと思っていらっしゃるのか。見直しは今からかけられるとお

っしゃっていましたけれど、この震災の今までの経過を見ながら、このあたりはというので、先ほ

ど津波の話はされるとか、ゼロメーター地帯でもあるから、大水のときはどうこうというお話もご

ざいました。そのあたりのことを今からしっかり入れられるんだとは思っております。理解してお

ります。 

 具体的にと、私言いましたけれど、一つは避難所についてです。災害の種類で先ほどから避難所

も変わるというお話もございました。避難が必要なときに、避難所の開設は、どのようにスケジ

ュールとしてやられるのか。そこに張りつく職員がもちろんおりますので、そういった任命はどの
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ようにされているのか。住民に対して今回の災害はここに逃げてくださいというようなものとか、

そういった災害に対する情報を素早く正確に提供する取り組みを考えていらっしゃると思います。

どのように考えられておられるのか。動けないお年寄りや障害者の対応、先ほど平岡さんの話の中

にもありましたけれど、そのあたりのこと、またペットを連れた人への対応など、これは問題が出

てくると思います。これまでの経過を見ても、そういったペットを自分の子供と同じように思って

いらっしゃる方もいらっしゃいますから、それを連れて避難所に来られる方もいらっしゃいますの

で、そういった対応をどのように考えられているか。 

 また、二つ目は、災害対策本部についてです。今までも何度か、ここは一番危ないのじゃないか、

本部としてあるところがつぶれたらどうするんだというお話が何度も出ておりますが、災害本部の

避難所の災害本部の設置場所のあり方や行政機能の維持の方策について、お尋ねいたします。 

 あと三つ目は、地域防災力の向上についてですけれど、今自主防災組織のお話も出ました。まず

自主防災組織を１００％に近い数字で組織をつくってもらうというのが一番だと考えていらっしゃ

るようです。 

 去年県の防災訓練を平生町がやったわけなんですけど、そのときにも避難する訓練はされており

ますけれど、各自治会によって、その訓練をしているところとしていないところと、大きな開きが

あるとさっきおっしゃっていました。今からは、そのもちろん組織率も上げていかないといけない

のですけれど、やはり補助金を差し上げているところには、例えば年に１回、避難訓練をしてもら

うとか、そういった取り組みはできないのかどうか。以上３つ、お願いいたします。 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩いたします。午後１時から再開いたします。 

午後０時０１分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時００分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 

 山田町長。 

○町長（山田 健一君）  細田議員の東日本大震災から、何を学び、これからの平生町の防災にどの

ように生かしていくのかという大くくりで質問をいただきました。個別の先ほどありました避難所

の開設、災害弱者対策、それからペットの対策については、総務課長のほうから後ほど答弁をさせ

ます。 

 今回の地震と津波でありますが、本当に未曾有の大災害ということになっております。改めて人

間と自然のあり方といいますか、ハード面での対策というのは、確かに大事でありまして、これは

やっていかなきゃいけないけれども、同時にやっぱり自然とある程度折り合いをつけて暮らしてい

かなきゃ人間はいけないのかなという気もいたしております。 
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 南三陸町では、４０年かけて長さ２.４キロ、二重構造、高さ１０メーターのスーパー堤防、防

災行政無線のデジタル化を行って、全戸に無線を配布して、そしてまた、防災計画も専門家がつく

ったということでございますが、今町長が言うのは、つくづく徹底的に高いところに逃げるしかな

いというのが、町長の感想として出ておりました。 

 これに対して、ある中学校では、専門家の避難訓練が実際に行われておって、結果的に一人も死

亡者が出なかったと。この中学校では、「想定を信じるな」「最善を尽くせ」「率先避難者たれ」、

この３つの教訓を児童・生徒に繰り返し指導していたと。この逃げるときに、隣の小学校の三階に

避難をしていた児童にも、一緒に高台に逃げようということで一緒に避難して、間一髪で危機一髪

で全員助かったという報道に接するにつけ、こうした、きょう午前中もありましたけど、避難の重

要性、避難訓練、特にやっぱり日ごろからそういう訓練の重要さ、そしてまた避難の場所、あるい

はまた、避難経路の確保、こういうことをやっぱり我々もしっかり受けとめていかなければいけな

い、そのことをまた何とか今後の防災の中に町の防災の中に生かしていけるように、我々も十分対

応していかなければいけないというふうに今考えているところであります。 

 それから、次の２点目の災害対策本部でございます。確かに耐震診断、ここはやりましたけれど

も、到底耐えられないというような診断結果が出ておりまして、今、考えておるのは、いざという

ことになれば、第三庁舎ですね、ここの。第三庁舎の三階の会議室を災害対策本部と設置をすれば、

そういう形になろうかと思います。 

 ここは、耐震基準をクリアをしておりますし、平成４年の建築でありますから、無線設備等も今

第三庁舎に設置をいたしておりますので、ここを、まだ本格的に本部ということになればいろいろ

整備をしなければなりませんが、課題はありますけれども、一応考え方とすれば、そちらで対応し

ていかなきゃいけないかなというふうに考えております。 

 それから、３点目の自主防災組織、これはさっきの避難の訓練と一緒でありますけれども、やっ

ぱり先ほど平岡議員さんからもありましたように、自主防災組織がやっぱり機能していくようにし

ていかなきゃいけないし、いろいろ消防、それから警察、いろんな関係機関からも来ていただいて、

いろんなこの研修、講習をやってもらったり、実際の避難の訓練をやったりしていただいておりま

すが、おっしゃるように、全くできていないところもあります。地域全体で取り組んだところもあ

りますけれども、なかなかまだそういう点が十分できていないところもありますから、十分点検を

して、これからその辺の自主防災組織のそれぞれの置かれている状況をしっかり把握をして、今後

の自主防災組織としての対応について、少し対策を考えていきたいというふうに考えております。 

○議長（福田 洋明君）  吉賀総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（吉賀 康宏君）  それでは、先ほどの御質問についての御回

答をさせていただきますが、まず町長のほうからございました避難所対策、災害弱者対策、ペット
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対策、それに入ります前に、全体のちょっと流れを初めに御報告をさせていただけたらと思います。 

 まず、やはり初動体制が一番大事であるというのを痛感しておりますが、地域防災計画にうたっ

てあるものに基づきまして、災害対策本部を設置するようなことになれば、即座に設置をいたしま

して、県と連携を密にしながら、本部を遂行していくということになってまいります。これも、防

災計画の中にございますとおり、きょうも雨が降っておりますが、大雨洪水とか、台風とか津波と

か、地震とかさまざまな災害がございます。例えばきょうでも、これ今は注意報でございますが、

これが警報になりましたら、職員が、もう建設課と総務課で、これが解除されるまで徹夜でずっと

張りつくという態勢をとっております。そういったことでやっております。これがまた、災害対策

本部を設置することになりましたら、そういったことで、全庁を挙げて対応していくという流れに

なります。 

 まず、職員の初動態勢でございますが、まず課長会のメンバーに、これは、災害時の緊急参集

メールというのがございます。これを課長会すべてに流します。また職員については、大きな災害

は、もうすべて参集するような態勢をとっておりますが、連絡、さまざまな情報を使って、即座に

参集できるものは参集というような内容で取り組んでまいります。 

 基本的には、災害対策本部というのは、その中で即座にその災害の内容、被害状況、また先ほど

の災害、弱者の対策とか、また避難をするかどうかとか、いろんなさまざまなことをそこで協議を

即座にして決断をして、指令命令系統にすべて出して、それぞれ担当課がおりますけれども、それ

ぞれの例えば福祉部門とか教育部門とかいろんな部門がございますが、それに流して体系をとって

やっていくというのが、状況でございます。 

 そういった中で、避難所、住民のまず避難の対応でございますが、まずさまざまなこれは避難の

そういった指揮命令で流れができましたら、即座にいろんな情報、手段をとりまして、あらゆるチ

ャンネルを使って住民にお知らせをするということで取り組みを計画といいますか、態勢をとって

おります。そういった簡単に言いましたら、そういう取り組みでございます。 

 その中で、避難所につきましては、これも地域防災計画の中で、町内の公共施設については、指

定をして取り組んでおります。地域防災計画の中は、２３カ所ございます。その中でも主に避難所

については、即座に職員が２名から３名、特に近くの職員でございますが、そういったものが張り

つく、そういう態勢をとっております。これは、毎年異動等がありますので、総務課等の職員にお

いては、なかなか避難所まで張りつくわけにいかんですから、その辺については、毎年度その職員

については、担当職員の配置を決めて、情報を共有して取り組んでおるところでございます。 

 それで、避難所の対象の中で、先ほど言いました担当職員の態勢でございますが、避難所の対応

については、いわゆる避難所の開設、それと、避難所の状況の確認等を行いまして、その次に避難

者の名簿の作成、また次に、定期的な報告、それと対策本部とのそういった必要の物品のそういっ
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たやりとり、そういったものがございます。それと、現在、避難所には、最低限のものを物資を備

えておりますが、例えば乾パンとか毛布、ラジオ、懐中電灯等は、主な避難所には、配備をしてお

ります。 

 また、避難所によっては、平生町がこういうゼロメートル地帯でもございますし、また、南の海

岸地域については、背後地が狭い半島部ということもございますので、いろんな災害には、それぞ

れの先ほど言いました本部の体制で避難をするそういった対応をしていきたいと思っております。

さまざまな災害がございますので、一概にというのはなかなか難しいんですが、例えば津波とかい

うことになりましたら、これはもう即座に高いところに、先ほど町長が申しましたとおり、逃げて

いただくような情報発信をしていきたいと思っております。 

 それと、災害弱者対策でございますが、これについては、特に２１年の７.２１の防府の福祉施

設でかなりの死亡者が出たということもございますが、まず施設、例えば病院とか、ここでは、光

輝病院、また、老人ホームもございますが、そういった施設については、今、来年が土砂災害の警

戒地域に、来年度、平生町、県が取り組んで指定をいたしますが、１年間、１年前倒しをして、今

の施設については、もう即座に連絡体制をとってやっていくということで、この間も図上訓練をそ

の施設と県と町でやらさせていただきました。 

 また、各それぞれの災害時要援護者の自宅におられる方等につきましても、これは、先ほどの災

害対策本部の中に、いわゆるチェックシートがございまして、ここの福祉の関係の弱者対策につい

ては、健康福祉課で対応していただくとか、そういった即座にそういった初めに協議をして、すぐ

そういった連絡体制でやっていこうと、また避難についても、準備の避難のそういった発令をして

いこうとか、いろんなことを対応させていただいている、対応していくということで考えておりま

す。 

 それと、ペット対策でございますが、これも、昨年の県の総合防災訓練の避難訓練の後にミニ講

習会といいまして、参集していただいた住民の方の御意見があればということでお聞きした中にご

ざいました。ペットについて、連れていってもいいですかという御質問がございましたが、今の大

震災の取り組み等で、ある程度は御理解をいただけるのかなと思いますが、例えば動物が嫌な人と

か、アレルギーをお持ちの人がいるということもございます。一時的な避難の場合は、ペットはご

遠慮をいただきたいというようなことになるんじゃないかと思いますし、長期的な場合になりまし

たら、例えばゲージに入れておいていただくとか、ペットの世話に必要なえさとか水とか、そうい

ったさまざまなものについては、飼い主の責任でお願いしたいとか、そういったことになってくる

んではないかと思います。基本的には、やはりいわゆる避難所運営マニュアルというのがやっぱり

要るんかなと思います。この辺も今から即座に、平生町、先ほどいろいろありましたけど、国・県、

それと市町村、特に町において平生町の特性にあったような、そういったやはり地域防災計画が
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ベースになりますので、そういったものを策定して、早急に作成していきたいと思っております。

以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  細田留美子議員。 

○議員（８番 細田留美子さん）  先ほど学校の例を挙げられて、想定を信じるなとか、率先して避

難しろとか、そういった自分の身は自分で守れというのを住民に徹底するためにも、防災訓練及び

そういった教育が大事かなと思っております。そういったところもしっかりと今からやっていただ

きたいと思いますけれど、今回の震災で、職員が多数いなくなられて、なかなか住民の誘導その他、

大変困ってらっしゃるところがあります。その中で、町長は、以前、更生保護女性会の総会でした

かで、退職職員の協力は得られないかというようなお話をしておられました。これはすごくいいこ

とだと思います。今、職員の数も絞り込んでいて、災害時が手薄になるんじゃないかなという心配

は非常にございますから、人数はどれだけいても、いろんなやらなきゃいけないことが出てきます

ので、そういった退職した職員の協力体制をどのように考えていらっしゃるかと。 

 それから、先ほど介護の必要な人が、長期間にわたる場合、どうしていくかというので、今回は、

サンダーバードというグループが非常に活躍はしておりましたけれど、介護の必要な人のために施

設間や自治会間で、事前に広域で連携協定を結ぶ必要も指摘はされております。こういったことに

は、どのようにお考えでしょうか。お願いいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  お答えさせてもらいます。 

 町なり市なりの退職職員の活用ということで、私のほうからも、今この前からいろんなニュース

で、義援金がまだなかなか届いていないというような話もあって、もう現地の市役所、それから町

も、もう人手が足りないし、大変だと。これはもう最初から、今回の大地震、それから津波、改め

て私はやっぱり第一線で、一番第一義的な責任を負う防災から、今まさに復興に向けて、第一義的

に対応していかなきゃいけない市町村の役割というのが、本当に大事だということを改めて痛感を

いたしております。 

 特にまた、その中でも、市町において、中には職員の４分の１程度が犠牲になった。町長がみず

からが犠牲になったり、そういうケースも今回は出ております。結局市町村の行政機能がきちっと

機能しない、そうした場合の補完をどうしていくのかと。これはもう県との、一義的には県が見る

ということになっておりますが、とても県もこれだけの今回のような体制になると、あっちもこっ

ちもということで手に負えない。したがって、国と県とその地元市町村との連携がどう図られてい

くのかというこれは一つの大きな課題で、私も今これは、県のほうにもこの前、ちょうどそれぞれ

１９市町と知事との懇談会がありましたから、そのときに問題提起をしておきましたけれども、国

は国で今、行革をスリム化で、出先機関のいわゆるその減らすというふうなことを言っております
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が、それならもう身分移管をして、しっかりこういったときに地域で頑張ってもらうようにしたら

いいじゃないかと。 

 それともう一つは、それぞれどこの市町村にも、ＯＢの方がいらっしゃる、こういう方々は、い

ろんな行政経験があるわけですから、そういう方々にやっぱりここはお出ましをいただいて、そこ

はある意味では、復興枠みたいな枠をつくってそれを保障すると、そしてそういう方々が、しっか

り今までの経験を生かしてやれるような、それはいろんな受付からその従来の業務に増して、これ

だけの災害の罹災証明の発行を含めてやるといったら、ものすごい職員も大変な仕事に業務になっ

てまいります。したがって、そういう意味でなかなか義援金を一つ配るにも、基準がありますから、

それを一々チェックをしなきゃいけない、手が足らない、義援金のせっかくの善意が生かされない

というようなことになりますから、私はそういう意味で、そういったマンパワーをどう確保してい

くのか、そのためにそうした活用もあるんではないかという気持ちで、今県のほうにもそういうこ

とを今申し上げさせていただいております。これからもまたその辺のこの県との連携を含めて、今

後の課題として、この防災計画を立てる際には、しっかり考えていきたいというふうに思っており

ます。あとの答弁は、総務課長から答弁をいたします。 

○議長（福田 洋明君）  吉賀総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（吉賀 康宏君）  今の御質問でございますが、長期間にわた

る避難の場合、特に災害時の要援護者のそういった受け入れのものについて、連携して協定を結ん

で、施設等で対応をするような取り組みはどうかという話だったと思いますが、基本的には、先ほ

ども申しましたとおり、例えばということでちょっと私のほうからの話なんですが、昨年の防災訓

練のときにも、特別養護老人ホームの避難訓練をいたしました。いろいろと課題等も浮き彫りにな

ったというふうにも思っております。特に、避難訓練では、県とか広域消防、地元消防団、また自

主防災組織、向井原の防災組織で訓練をいたしたんですが、いわゆるその後の例えば入所者の一時

避難場所、またその次の長期的な避難場所をどうするのかというようなことは、確かに課題として

上がってまいりました。 

 行政としても、その辺は取り組んでいかなくちゃいけないんかなと思いますし、事業所といいま

すか、病院もそういった、個々にはそういった取り組みができるようなやはり協議を連携してやっ

ていくというのがやっぱり必要と思いますので、その辺は県は、特にその辺は特に２１年度の

７.２１のそういった施設等でございましたので、特に考えといいますか、取り組みを今しておる

と思いますが、連携してその辺も協議をしていきたいと思っております。以上でございます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（福田 洋明君）  河藤泰明議員。 

○議員（６番 河藤 泰明君）  質問の前に、朝の町長のお話の中でも、当町の保健師のお話があり
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ましたが、東日本大震災の被災地で救助活動、捜索活動に引き続き、現在も復旧・復興のため、規

律正しく作業を進めていただいている自衛隊の方々、また福島第一原子力発電所において、目に見

えない放射能の危険を覚悟で上空から散水した自衛隊の方々、そして暗闇の中、手作業で道を確保

し、放水をされたハイパーレスキューの方、現在も敷地内及び建屋内部で冷温停止に向け必死の作

業を続けていられている現地の作業員の方、そして平生町の会津の二次避難所へ保健師として活動

をいただきました職員の方、あと技術職の関係で、平生町、柳井市、大島のほうで、その派遣の計

画もあったということで、町長におかれましては、その派遣を決められたことにも対しまして、最

大級の感謝と敬意を表したいと思います。 

 それでは、通告どおり、大きく２点について質問させていただきます。まず、通学路の安全確保

について、お尋ねをします。各学校の通学路ですが、児童・生徒の通学中の安全確保について、危

険箇所や児童・生徒や保護者、地域の方が抱える通学時の交通安全に対する不安や心配をどのよう

な形で把握し、それぞれの課題に取り組んでいるのか。また、これからの台風シーズンにかけて、

ゲリラ豪雨が予想されます。このようなゲリラ豪雨や川の増水などの水害に対する通学時の対策も

あれば、お答えください。 

 特に、通学時の交通安全については、いろんな場所でもう耳にするんですけれども、平生南農免

農道や水場線から宇佐木の信号へつながる大野南長迫線についてですが、朝夕の通勤集中時、特に

朝の通勤ラッシュと子供たちの登校時間が重なっています。その時間帯は、多くの車が急いでこの

道を通っています。必然的に危険度は、増すと考えますが、この通学路の子供たちの安全確保への

取り組みがあれば、お答えください。お願いします。 

○議長（福田 洋明君）  高木教育長。 

○教育長（高木 哲夫君）  ただいまの通学路の安全確保の件でございますが、通学路といいまして

も、町道あるいは県道、これを登下校時に、児童・生徒の安全を図ることを目的に、学校が指定し

ているということでございますから、特に専用の通学路というものはございません。町道、県道、

そういったものを利用しているという状況でございます。 

 毎年、年度初めに、各学校から児童・生徒の住居をもとに、今年度の通学路の指定は、こうです

よということを地図に落として、教育委員会のほうに提出をしていただいております。そういった

地図を参考に、教育委員会としては当然平素の業務の中で、その通学路の実態とか、危険箇所とか、

いろんなものは自分たちの目で見ることで、安全確保を図っていくというのが基本でございますけ

ど、それ以上の現状把握ということにつきましては、教員、または児童と危険箇所等の点検や生徒

への通学路についてのアンケートを実施するということなどで、学校において、危険箇所などの把

握に努めていると。 

 また、両小学校とも、コミュニティスクールに指定しておりますから、学校運営協議会に多くの
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地域の方々が委員として参画をされています。そういう方々からも、当然通学路についての御意見

をいただけると、またいただくこともあるというような状況で、そういう意見については、当然学

校長から教育委員会のほうに、ここが危ない、ここを何とかならないかというようなものが、毎年

のように上がってきております。 

 そういう意味で、安全確保については、常日ごろから取り組みがなされているという状況ではご

ざいますが、当然、私どももそういった通学路の安全についての意見を聞きましても実際にそれは

町道であり県道でありますからハードの面では教育委員会のほうでというものにもなりません。 

 だから町長部局あるいはまた県の土木事務所のほうにいろんな形でお願いをして対応してもらっ

ていると。早急にやっていただくことが多いわけでございますけど、今までお願いをしてできたも

の、できなかったもの多々ございますが、どちらにいたしましてもいろんな角度で通学路の安全確

保については図っておるという状況がございます。 

 また平成１８年度、１８年──ちょっと古いんですけれど──平生地域安全マップも作成してＰ

ＴＡあるいはまた児童生徒、そのマップを見ることによってここが危ないとかいうような状況把握

も毎年児童生徒に指導しておるという状況もございます。 

 これまでの学校における通学路の安全確保の取り組みを具体的に申し上げてみますと、佐賀小学

校においては当然この時期雨も降って草も伸びるというような状況がございますから、先生あるい

はまた地域のボランティアの方々などで通学路の草刈をしていただいているということもございま

す。４月につきましては入学早々新一年生の安全を確保しながら子供たちと途中まで一緒に下校す

るとか、風が強い日も一緒に下校することかいう形で学校の先生方も子供たちの安全確保について

は十二分な配慮をしておるということがございます。 

 平生小学校においても月２回交通指導の実施、また職員がそれぞれに分かれて交通立哨をする─

─交通安全運動期間中は当然でございますけど毎日交通立哨をしておると。 

 先ほど水害のことがございましたけど、大雨等で通学路の危険が予想される際には子供たちに安

全指導のあと各学年で分担して現地で下校指導をしておると。先般の台風２号でございましたか、

大きな雨が明け方から心配をされたということで、土日を含んだことではございましたけど、やは

り平生小学校については大規模な学校でございますので、月曜日の朝、早朝一番に例えば通学時間

を遅らすというようなそれぞれの連絡網で回すといたしましても短時間で回るというのは不可能で

ございますから、そのときには事前に登校時間を遅らすというような決定をして、やはり水害等に

は備えておるというのが実態でございます。以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  河藤泰明議員。 

○議員（６番 河藤 泰明君）  職員の方やいろんな地域の方々の力と連携で子供たちの安全が守ら

れていることがよくわかりました。ボランティアの方からもよく聞くんですけど、「子供たちから
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元気をもらいよる」という話をよく伺うことがあります。以前にも何度かボランティアのことで申

し上げたと思うんですけれども、ボランティアの方々のおかげで子供たちの安全も守られ、このよ

うな活動は地域力の向上にも直結していると思います。「わしがやっちゃる」という温かい心から

くる行動には行政としても心ある対応をぜひお願いします。 

 そこで再質問の１つ目ですが、児童生徒が通学しやすいだけでなく、御協力いただいている地域

の皆さんも活動しやすい、また参加しやすい環境整備も必要ではないでしょうか。その辺どのよう

にお考えでしょうか、お尋ねします。 

 というのは、現在の状況とあわせて近い将来に対する不安や提案なんかが御協力いただいている

方との世間話の中で耳にします。どういったものかというと「今はいいよ」と。「わしができんよ

うになったらだれがやるんじゃろうか」と。「元気なうちに代わりになる横断歩道や交通標識、安

心して歩けるスペースがあったらええね」と。こういう話なんですけど、一番はこれに続けてあっ

た話で一番考えされられたのは「町にも何回か話をしたんじゃ」と。「でも、ありゃ県じゃとか、

あれは町じゃないとか、あれうちじゃない、ほかの何とかという課じゃ」ということをよく話の中

であります。住民からしたら町とか県とか課が違うとかようわからんし、あまり関係ないですよね。

自分が話せる職員さんに──話を聞いてくれる職員さんに話をしてくれているんだと思います。 

 そこで再質問の２つ目です。どうでしょう、このような相談や提案は町には届いていますでしょ

うか。そしてこの声にどのように対応していますか。お尋ねします。 

 次に通学時の水害対策ですが、私は小学校のとき──ですから２５年から３０年前にも大雨が降

ると長靴がすっぽり隠れてしまうほど水があふれる場所がありました。具体的に言うと、小学校の

前の陸橋の田代の散髪屋さんと岩見さんの間の道を……水路っていうんですね、あそこをずっと入

っていったところあたりなんですけれど、先日雨の日に行ってみました。少し──当時の記憶ほど

じゃないですけれど──あふれていました。この点に関しましても生徒、通学時・登校時もそうで

すけれど下校する時間帯、大雨が降ったとき、こういうときの通学時の子供たちの安全をどのよう

にお考えでしょうか。お答えください。お願いします。 

○議長（福田 洋明君）  高木教育長。 

○教育長（高木 哲夫君）  最初にありました、地域の皆さんの活動しやすい、また参加しやすい環

境整備というお話がございましたが、当然地域の方々の見守りということが今非常に大事な時代で

もございますから、「子ども見守り隊」という形でここ数年地域の方々の御協力を得て腕章をお配

りしたりとか、また車へのマグネットのシートをお配りして目立つようなかたちで見守りをしてい

ただいておるというのが、今地域の方々にお願いしていることでございます。 

 また、青少年育成町民会議の支部が７つございます。そういうところでの活動もございますし、

今盛んに行動・活動いただいているのが、今毎月１回ではございますけど各地域の方々が学校での
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「あいさつ運動」という形で子供たちが登校するのを迎えながらあいさつの励行を、また本当に地

域の人が見守りをしているんだよというような意識づけをさせたいといいますか、そういう意味で

本当、町挙げて子供たちを守っているということを活動の一環としてやっていただいております。 

 ですから、こういう地道な活動にいろんな形で声かけをして、平生小学校にあっては多いときで

３０名を越えるぐらいの地域の方が朝いらっしゃいます。多ければいいというわけでもないんです

けど、こういう活動をやはり拡大をしながら地域の方々が子供たちの安全を見守ると。当然行政と

してもやるべきことはやらなければいけないんですけれど、限られた人員、限られた時間の中で、

やはりマンパワーに頼らざるを得ないところがございますから、努めてこういった活動に参加しや

すい、また参加していただくような啓発というものを今後とも考えていきたいというふうに思いま

す。 

 先ほど水害対策のことも多少お話をさせていただきましたけど、やはり議員さんの小学校時代と

現時点ではこの沖の大内川の樋門が稼働していた、してない時期の境でもってかなり町内の浸水状

況は違いがあろうと思います。今消防団の活動もすぐ対応してもらっているように、ほとんど大き

な雨でも水害と言いますか床下浸水をする箇所が少なくなってまいりました。そういう活動の中で

子供たちの安全を図るということは、先ほども申し上げましたように下校時は学校の先生方がいろ

んな形で下校指導をすると。あわせて今青少年育成センターもあります。このパトロールの車をそ

れぞれ下校時間帯──毎日ではないんですけど──週３日程度は下校時間帯パトロールで回ってお

るというような状況の中で安全・安心を守っていきたいというふうに思っているところでございま

す。以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  河藤泰明議員。 

○議員（６番 河藤 泰明君）  ありがとうございます。いろんな形で検討を進められていることも

よくわかりましたし、子供たち──当然大人よりも背が低くて、ちょっとした増水でも僕らは平気

でも子供たちにとっては本当大水に感じることもありますので、その辺も今後の対応でお願いしま

す。 

 再々質問ですけれども、きょうのまた朝の話にもありましたけど、何度か参加させてもらってい

ます行政協力員会議のことですね。毎年耳にする答弁ですけれども「地域に担当の職員がいるから

気軽に御相談ください」とか「相談に即答できなときは後日いついつまでに、どのように対応する

と報告します」等同じ自治体からの同じ相談、毎年ですね。毎年同じ質問をされていることがある

んですよね。それに対する同じ答弁、当番制の協力員さんが多いので毎年代わりますから「ああ、

うん、よかった」「安心した」と協力員の方はうなずかれていますけれども……。済みません、話

はちょっとずれましたが、今回の通学路の件に関しても教育委員会はソフトの面ですよね──いろ

んな対策、いろんなことを考えて、いろんな方に協力をいただいたりということになるんですけど、
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やっぱり通学路、道路も関係しますし、標識、安全対策でいえば総務課等々１つの課じゃおさまら

ないことがすごく多いと思うんです。関係する課が連携をしていくことが一番解決につながると思

うんです。もちろんやられていると思うんですけれども、実際私たちの目に見えにくいということ

が本当に多いと感じています。ですから行政協力員会議等々で言われていますように、目に見える

形で取り組んでもらうことは今後は──なかなか見えにくい場での活動が多いんですけれども──

それを住民の目に見える形での連携の表現ということに取り組んではもらえないでしょうか。これ

は町長にお願いします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  通学路の安全対策ということで先ほどから教育委員会のサイドでいろんな

学校関係者、保護者、ボランティア、それぞれの御協力の中で児童生徒の安全確保に取り組んでい

ただいておるという報告がありましたが、ハード面でも整備についてそれぞれ連携をとって、実際

には、直接的には総務課と建設課ということで対応させていただいておりますので、それぞれ担当

課長のほうからその取り組み状況、連携について答弁をさせます。 

○議長（福田 洋明君）  吉賀総務課長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（吉賀 康宏君）  ただいまの御質問でございますが、総務課

においてもハード、ソフトの取り組み、いろいろとございます。また、いろいろな、さまざまな取

り組みの中で連携してやっておるというような状況ではないかとは思いますが、ただなかなか見え

にくいというところもあると思いますので、その辺、やはり要望のあった方には即座に──できる、

できないは別にしても──連絡をするとか、そういった体制というのはやっぱり必要ではないかと

思いますので、再度その辺は徹底をしていきたいと思います。 

 それと皆様方から、例えば町民とか各部署、特に教育委員会、また各会議等でいろいろな要望─

─会議というのも行政協力員会議もございますし、総務課の担当の安全安心の推進協議会とかいろ

いろな会議がございますが、そういったことで出されたものについては即座に警察に連絡・報告を

してですね。警察の方も状況について説明に来られている場合もあるんですが、即座にその辺は連

絡体制をとっておりまして現地を確認しなきゃいけないものについては、このたびも何箇所か行政

協力員会議のあと対応していただいた経緯もございます。 

 また総務課においてはすべてピックアップをさせていただいて要望があったものについてはでき

る、できんを別にして即座に回答して対応するようにということで、それぞれの総務課の中の担当

には指示をしておりますので、今いわゆる「見える」そういった取り組みについては今後も注意し

ていきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（福田 洋明君）  安村建設課長。 

○建設課長（安村 和之君）  ハード面での総務課との連携でございますが、まず農免農道につきま
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しては、これは平成２２年の５月に完全に県から譲渡を受けておりますが、その後も安全施設が不

充分ということで道路標識とかカーブミラー、これについても総務課と協議をして設置をいたして

おります。 

 また曽根大野南線──これは新地から大井川のところまでの町道でございますが──これにつき

ましても横断歩道の施設等については協議しながら進めていきたいと思っておりますし、今年から

交通安全施設といいますか、カーブミラー、ガードレール、ガードパイプ等につきましては建設課

が対応することになりましたので、予算的には総務課がもっておりますので現地には当然一緒に対

応していきますので、これまで以上に連携を強化してまいりたいと思っております。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  河藤泰明議員。 

○議員（６番 河藤 泰明君）  答弁をかなり準備していただいて、本当ありがとうございました。 

 続いて２つ目の質問に移ります。選挙公報の発行についてです。町内──町で行われる町長選挙、

町議会議員選挙において選挙公報の発行は現在されていませんが、現在までの取り組みについては

どのようになっていますでしょうか。選挙公報を発行することによって町民の政治に対する意識の

向上や政治参加の促進につながると考えますが、今後発行に向けての体制を整えるお考えはおあり

でしょうか。お尋ねいたします。 

○議長（福田 洋明君）  吉賀選挙管理委員会事務局長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（吉賀 康宏君）  それではただ今の御質問でございますが、

まず選挙公報につきましては公職選挙法第１６７条の規定によりまして国政選挙、また県知事選挙、

そういった選挙ごとに発行することとされております。この１６７条というのが選挙公報の発行と

いう内容でございます。候補者の内容については候補者の氏名、経歴、政見等を掲載した紙面を選

挙期日の２日前までに各世帯に配布するというような内容でございます。町長及び町議会議員等の

選挙につきましては同法の１７２条の２、いわゆる任意制選挙公報の発行というところがございま

す。これの規定によりまして条例で定めることによりまして任意に発行することができるというも

のでございます。ちょっと調べてみましたら県内の町においては取り組みがされていない。市、区

──市レベルにおいてはほとんどのところが対応をしておるというような、２つの市がやっていな

いというふうに連絡──確認しておりますが、そのほかは皆市のほうはやっておると、対応してお

るというふうな状況であるようでございます。 

選挙公報を含む選挙での文書による運動ということで候補者のいわゆる政見等を有権者に伝える

ということ。また投票の判断材料とされるものということで従来においては、今までこういった選

挙公報を求める声がなかったということもありまして、この制度の取り組みを平生町としても検討

を行ってこなかったということを、最近においてはそういう状況でございます。近年のマニフェス

ト等のそういった政治手法等がございますので基本的には候補者の政策は有権者が投票を行うため
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の判断材料として重要視されつつあるということも事実でございます。そういうことで全国的にも

そういう考え方は徐々に広まってきておるという議員さんの御質問のとおりでございます。この状

況については承知しておりますが、町の選挙において実際の流れからいいまして、告示日が選挙期

日の５日前と。いわゆる日曜日が期日日でございましたら火曜日と。火曜日に告示となりますので

選挙公報を選挙期日の２日前までに各世帯に配布するということからいいますと、かなりタイトな

スケジュールになるというのも事実でございます。内容的には印刷・校正・配布ということで各世

帯──全世帯にこれを配布ということでそういった作業をいかにして行うかということと、また印

刷経費についてはやはり予算が伴いますので、この辺の町執行部との協議も必要となってまいりま

す。そういった諸々の課題もございますので今後の方策を模索しながら本委員会といたしましても

判断をさせていただけたらと。皆様方のいろんな御議論もいただきながら判断をさせていただけた

らというふうに思っておるところでございます。以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  河藤泰明議員。 

○議員（６番 河藤 泰明君）  立候補者の経歴や政見を掲載した選挙公報は、有権者がだれに投票

すべきかを判断する上で重要な資料となると考えます。自分の選挙活動中もそうですが、自分は県

東部の若手議員の方と連携をとっていまして、西は防府、東は和木町の選挙へおじゃましてお手伝

いをしたことがあります。議員になってたかだか４年ちょっとですけれども、時代の流れは想像よ

りもずっと早く大きく変化しています。有権者が「立候補者にだれがいるのかもわからない」まし

てや「選挙があること自体知らない」なんてこともあります。そんな時代の変化に「前回はこうだ

ったから今回もこう」という具合に時代に対応した取り組みに踏み出せていないのではないでしょ

うか。選挙の意識改革はまずは選挙管理委員会から。改善するべきところは改善するという姿勢が

大切なのではないでしょうか。人物や政策の浸透不足は投票行動を控えさせます。全有権者に選挙

公報を配れば選挙率の低下に少しでも歯どめがかかると思います。それによって多くの民意を反映

した行政運営が期待できると考えます。確かに平生町のような小さな自治体では必要性を感じない

かもしれません。しかし選挙公報があればより一層の候補者への理解が深まることは間違いないと

思います。知事選挙、国政選挙を除き──先ほどの答弁にもありましたけれども、「任意だから配

布しない」ではなく「任意だからこそ発行する」という前向きに考えるべきじゃないかと思います。

選挙は民主主義の根幹をなすかけがえのない制度です。候補者の政見を周知させれば住民の政治参

加の促進に必ずつながると考えます。 

 もし検討をしていただけるというお話だったと理解しているんですけれども、であればいつ頃の

時期に検討を始められ、いつ頃までには答えを出されるとお考えでしょうか。お尋ねいたします。 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩いたします。再開は午後２時１０分からといたします。 

午後１時５５分休憩 
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……………………………………………………………………………… 

午後２時１０分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 

 吉賀選挙管理委員会事務局長。 

○総務課長兼選挙管理委員会事務局長（吉賀 康宏君）  ただいまの御質問でございますが、条例の

制定というひとつのものがございます。それとあわせて執行部との予算の絡みもございます。また

皆様方の御意見等もお聞きしながら条例ということになります、ということでございますが、これ

を８年後１２年後ということにはならないと思いますので、次の選挙に向けて判断をさせていただ

くような取り組みをさせていただけたらと思います。皆様方のいろいろな御意見をいただきながら

対応していきたいと思います。以上でございます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（福田 洋明君）  河内山宏充議員。 

○議員（１０番 河内山宏充君）  それでは一般質問をいたします。 

 まず１点目に佐合島の振興対策についてということで、特に環境整備の計画はないかということ

でお尋ねをいたします。今年が選挙年でもあった関係で、私も──先ほど平岡議員さんが言われま

した──町内を歩かさせていただきましたが、そのときにいろいろと御意見等を伺いましたので、

一つ一つを定例会を通じてお聞きしていこうと思いますのでよろしくお願いをいたします。 

 まず今も申し上げました離島佐合島──平生町に唯一ある島の──環境整備の計画ということで

お尋ねをいたします。まず佐合島にある町道なんですが、船を下りて、ああちょっとでこぼこして

いるなというふうに思いました。コンクリ舗装の道路がずっと防波堤沿いに整備されているわけで

すけれども、随分と整備されてから時間もたっているようで劣化しているといいますか、風化して

いるといいますか欠けているところ、それとエラスを入れて縁切りをしているところ等々かなりで

こぼこになっております。この話をしますと町民の皆さん方も「あれは随分前から言っているんだ

けれど、全然」というようなお話を聞きました。この離島の振興、環境整備の面でこの町道の整備

状況はどういう優先順位になっているんだろうかと思いまして、まずこのことをお尋ねをいたしま

す。 

 それとついでに当然離島でございますので北の風が吹いたときに潮じゃなくて海が上がってくる

って言われるわけですね。そうすると唯一のお年寄り──高齢者の皆さん方、今かなり２２名とい

うふうに確か言われたと思うんですけれども、高齢者の皆さん方が住んでいる島の中でコミュニ

ケーション等もなかなかとりにくいと。外へ出るのも出にくい。結局これはいろいろな疾病予防と

かそういう面にも絡んでまいりますので、その辺のところはきちんと整備をやはり離島としてされ

るべきではないかと思いまして、防波堤の改良工事等もあわせて町道との絡みでどのような優先順
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位というか、町のほうで計画をされているんだろうかということでお尋ねをいたします。 

それと佐合島、離島の振興対策についてもう１件。救急救助体制のことであります。たしか私の

記憶間違いでなければ何年か前にヘリコプターが離発着できるようなところを整備するというよう

なお話であったかのように思います。先ほど来、防災計画を去年の夏されたということで、阿多田

島と佐合島、海のほうからヘリコプターで通じてつり上げられてそういう体制をやられたというこ

となんですけれども、そういうことじゃなくて、緊急の場合の救助体制。船もございますのでその

場合の体制もきちんととられているというのは随分と今までお話も聞いているわけですけれども、

そういう対応ができない場合の措置、離島という遠距離のところでそういう救助体制。ヘリコプ

ターのところ。私の記憶の範囲であれば旧小学校の跡地を整備するというようなことだったように

も思うんですけれども、これ、電線がずっとそのまま放っておいてとてもじゃないですけれど離発

着ができないと。これをのければ離発着できるんじゃないかというようなことも言われたんで、私

も専門家ではありませんので──ヘリコプターの──どうなのかという問題も残ってくるわけです

けれども、一応そのような計画ではなかったかと思いますんで、この計画についてもその後どのよ

うになっておるのかということで佐合島の振興対策についてお尋ねをいたします。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  佐合島の振興対策に関連して環境整備計画、特に町道改良と防波堤につい

て今お尋ねがございました。町道改良については御指摘のようにあの道路は町道として認定をされ

ておりますが、町道佐合島線、これが建設されて５０年経過をいたしております。したがって路面

が御指摘のようにかなり老朽化で凹凸が見られるのも事実であります。去年もちょうどあちらでい

ろんな懇談会等々に出席をした際も、いろんな気づいたときにはすぐ手を打つようにしてはいるん

ですけれども、その際の要望もありましたので応急的なモルタルでの路面補修あるいは陥没の対応

ということをさせていただいております。 

 あくまでも応急的な暫定措置ということでございまして抜本的な改良整備ということにはなかな

かなっておりません。特にこちらの墓のところからこっち側の海水浴場までずっと距離があるんで

すが、要するに民家の一番集中しているところを中心に何とか早い時期に対応できるように引き続

いてちょっと検討したいと思います。特に今までもそうですがやっぱり離島ということでいろんな

資材・機材これを運搬してやりますために本土とはかなり経費がかかります。それは当然なんであ

りますから災害復旧とかやるときにあわせて今まで何とかやりましょうということで対応させてき

てもらいましたので、いろんなそういう海上運搬を必要とするときにあわせてという考え方もあり

ますが、ここの、かなり御指摘のように年月もたっておりますのでこの辺の整備についても対応で

きるように何とか施工方法等も含めて、これは防波堤もそうですが、施工方法──従来のような形

でやりますと防波堤にしてもそうですが、これもまた５０年たっている。これも従来のような形で
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の突き上げをしていきますと相当これは、概算の経費だけでも大変な金額に、１１億円ぐらいの。

あれ全部整備をすれば１１億円程度の概算となっております。整備計画の中に組み入れていってど

ういう工法でやって一番早い時期に整備ができるのか。これはちょっと建設課のほうでも十分検討

をさせていきたいというふうに思っております。 

 それから次のヘリポートです。ヘリコプターの発着。これは救急救助体制に関連をして、これは

以前にヘリポートができるように佐合の小学校跡地も含めて検討しようということで確かに検討は

してまいりましたが、なかなか電線もありますし、付近の住宅の関係も当然ある。我々は垂直離発

着というふうに考えやすいんですが、やっぱり前後に相当降りるだけのスペースをとっておかない

といけないみたいで、平成１５年に県の航空隊、それから柳井地区の広域消防、それから町のほう

と一緒に現地を調査をしてやっております。何とか今可能性があるとすれば集落の裏側に荒廃地の

ところに草を刈れば何とか現在でも緊急着陸ができるんじゃないかというところがございます。そ

の辺、ですから今所有者の方もありますし何とかその可能性を見つけていきたいということで今こ

れからも整備がどこまでできるのかと。恒久的な施設としてやるにはなかなか難しい部分もありま

すが、臨時の発着場の整備ということで少し考えていきたいなというふうに考えておるところであ

ります。 

 特に佐合の場合の救急救命ですが、これも以前に御承知のように保健婦さんがおられますからお

願いをしてアイランドヘルパーということでいろんな緊急の場合の連携を取らさせていただいてお

ります。渡船のほうも救急での搬送が必要な場合というのは運行時間中は船長の判断でましま丸で

やっておりますし、夜間の場合は佐合島にひらお丸が停泊をしておりますから、これを活用して対

応するということに今いたしております。 

 したがって、あとは緊急の場合のそういったヘリを活用したヘリポートの体制については臨時発

着場が可能なように何とか話を進めてみたいというふうに考えております。 

○議長（福田 洋明君）  河内山宏充議員。 

○議員（１０番 河内山宏充君）  検討していただけるということですから、何ていいますか、先ほ

ども少しお話が出ていたんじゃ、５０年たって、それまで結局、先ほど平岡さんだったですかね、

職員さんが行かれているのでそういう目線で結局ものを見ていられていないところというのはこん

な小さな平生の町でも随分たくさんあるんだなというふうに改めて思います。どうぞ早急に検討さ

れるということで期待しておりますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 次にいきます。次に地震津波対策ということでお尋ねをいたします。特に公共施設と子供たちの

安全対策ということでそこに２つほど通告をさせていただきました。 

 まず朝方からよりいろんな避難対策とか防災計画とかお話が出ていまして、私が聞こうとして重

複しているところもありますので、その辺のところは割愛をさせていただいて、私は公共施設につ
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いて、公共施設にある情報の安全対策ということでお尋ねをいたします。 

 ハード──施設の面については耐震化をどうのこうのという朝からのお話がありましたので、こ

のほうはお話で十分理解をさせていただきました。 

 情報のほうです。いわゆる住民基本情報ですね、役場には。学校のほうにも子供たちのいろんな

さまざまな情報が蓄積されていると思うんですけれども、地震津波があった場合にこれらっていう

のは……、福島の例をそっくりそのままこちらのほうに当てはめるかどうかというのは問題はあり

ますけれども、一応は今事例としてありましたので考えておく必要があるんじゃないかということ

でお話をさせていただきます。地震においても建物の倒壊、それと津波においても大きな津波です

べてのものがさらわれるというような状況でございました。そうすると公共の施設の中には住民に

関する情報──先ほども申し上げましたけれども、いわゆる住民基本台帳とか個人情報というもの

がさまざまな形で蓄積されていらっしゃいます。紙媒体以外の、紙で保存されている以外のもので

すね。これの安全対策は今どのようになっているんでしょうかということで、まずお尋ねをさせて

いただきます。 

 次に子供たちの安全対策、児童生徒の避難対策ということでお尋ねをさせていただきます。子供

たち学校におるとき、家庭におるときはそれぞれ保護者の目なり先生の目があって、十分自分ひと

りじゃなくてもそういう支援を受けた形で避難ができると思うんですけれども、子供たちが一人に

なる可能性のある時間帯。つまりこれが登下校の時間帯であり、子供たちがスポーツを楽しむ、社

会教育の実践の場としてスポ少等の絡みで活動しているときにどのような……これについてもやは

り子供は宝という考え方をすれば一応ある程度考えておく必要があるんじゃないかと思うんです。 

 当町におきましても一番問題なのが通学の手段が遠距離の生徒がたくさんいるということ。つま

り中学校においては自転車・バス。小学校においてもバスの生徒がかなりいると。すると緊急の場

合に──事例的にお話をすると、福島の場合情報も錯誤していましたので早く家に帰宅させなけれ

ばということでそういう措置をとられたところありました。その結果によって悲惨な状況に遭われ

たというときもありました。途中で情報を得て引き返しをし、安全が確保されたという面もありま

した。それぞれの面というのは、子供たちはやはり地域の宝である限りはさまざまな状況で囲っと

いてやらなきゃいけないと思うんですけれども、そのような対策は今現状ではどのようになってい

るかということでお尋ねをいたします。 

 それともう１点。学校が避難場所になった場合の……避難場所になっておりますですね、公共施

設ということですから。これ、避難場所が長期化した場合の学校独自の、子供たちの学校の場とし

ての機能をどう共存させるかということも大きなテーマになってくるんじゃないかと思うんですけ

れども、これについての現状、どのように考えていらっしゃるかお尋ねをいたします。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 
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○町長（山田 健一君）  地震津波対策に関連をして特に庁舎の情報関係のシステムのカバーができ

るのかという御質問でございます。 

 けさからいろいろ話が出ておりますが、この庁舎がちょうど５１年ということで第一次診断をこ

の前──平成２０年度でやっておりますが、大地震による倒壊または崩壊する危険性は高い。こう

いう評価が実はいただいておりまして、災害対策本部ということにはなりません。したがって、け

さも言いましたように第３庁舎を今想定させていただいておりますが、今こちらの向こうの第２庁

舎については建設経済課があるところ。これは昭和３７年公民館で建設をしたところです。これも

相当古くなっておりますが、第３庁舎が今言いました平成４年、から第４庁舎──ここのやつです

ね、これがリースで平成１１年。そこの電算室の炊事場のところですが、これが第５庁舎で平成

１３年に建設をいたしております。 

けさほどからも言っておりますように、いろんな防災無線──県の情報防災無線だとか情報シス

テム、庁舎内のいろんなイントラ等含めての基幹となるシステムは第３庁舎にあるんですが、御指

摘のように住基ネット──住民情報システム、戸籍等の電算システム、このサーバーがこちらのほ

うで今設置がしてあるということでございまして、鉄骨の２階ということで一応普通のあれは大丈

夫なんですが、今言うように高いのがきたらどこまで耐えられるかということになりますけれども、

一応比較的この庁舎内の中では一番新しい安全の高いところに今設置がされておると。この前のよ

うな、福島のような、東日本のような高い津波がくれば、これまた考えなきゃいけない、バックア

ップシステムをどうしていくのかということを考えなきゃなりませんが、当面は何とかこれでいけ

るんではないかなというふうに。よそに──県あたりが想定しておる２、３メーターの津波という

ことはカバーできるんではないかというふうに思っております。 

○議長（福田 洋明君）  高木教育長。 

○教育長（高木 哲夫君）  児童生徒の避難対策はというところでお答えをさせていただきたいと思

います。 

 我々の務めといたしましては、今回の大震災で犠牲となられた方々──冒頭の町長の行政報告の

中にもその数の報告がありましたように──私どもがつかんでおる東北３県の公立小中学校の犠牲

者５３６人、４月２７日の時点でそういう発表があったとこでございます。ちょうど平生小学校の

子供たちほとんど全員が犠牲となったというような状況の中で、私たちとしてはこの子供たちが一

人たりとも犠牲とならないように対策を講じていかなければいけないというのが、今回教訓として、

まず最初に私どもが思いを新たにしなければいけないことであろうというふうに思います。 

 そして現在のことでございますが、登下校時いろいろ徒歩・バス・自転車等々ございますけど、

この登下校時においてはやはり学校の管理監督下のもとにございます。ですから学校としてもそう

いうことを想定した地震に対する避難訓練等も一部行っておることは事実ではございますけど、午
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前中にも申し上げましたようにそれぞれの学校の危機管理マニュアルの中にやはりそういった明確

な位置づけはできていない。ただ、揺れに対するものだけであって大きな津波がきたときにはどう

するかというようなものは明かにされていないというのが実態でございますから、早急にその危機

管理マニュアルの改定ということが必要であるというふうに考えておるところでございます。 

 それから具体的に御質問のございましたスポ少活動時、子供たちをいかに守るか。スポ少の活動

についてはそれぞれ町内至るところの施設でもってそれぞれの指導者がボランティアで指導を行っ

ておるという実態がございます。それは建物であったりまた屋外のグラウンドであったり当然低地

帯でのグラウンドで活動するスポ少もおります。ですからこういった有事の際に、じゃあ子供たち

をいかに守るか。これについても指導者等を集めたスポ少の代議員会というのがありますけれど、

年間２回程度の会議を持つ中で全くそこに至るような話題・議題は上がっておらないのが実情でご

ざいます。今後においてはやはり指導者を含めて技術指導はもちろんのことなんですけど、もしそ

ういった事態が発生した際にはどうすべきかということもちゃんと教育委員会として指導をしてい

かなければいけない、みんなで考えていかなければいけないという思いでございます。 

 通学途中ということでございますけど、やはり先ほども申し上げましたように、管理監督下の中

にございます。学校がどうするかといいましても、なかなか見守るだけでは子供たちの安全は守れ

ませんので、バス通学者にあってはやはりバスの事業者との協議、対応対策、いかに事業者として

考えておるかということを踏まえて今後対策計画を立てなければいけないかなという思いでござい

ます。 

 最後に避難場所が長期化した場合に学校の機能として施設がどうなるかということでございます。

当然災害の状況──東北地方のようにあれだけの壊滅的な打撃を受けた状態を考えればおそらく避

難所は学校でしかないかなという思いもいたしますし、そこにたくさんの方が避難していらしたら

当然子供たちが学習する場所はないというふうに思います。しかしながらその程度がどの程度であ

るかということをいろいろ想定の範囲内で考えますと、やはり限られたスペースをいかに有効に使

うか。教室を確保できるかということはそのときも含めてもそうなんですけれど、常日ごろからど

れだけのスペースが確保できるかということを考えて計画の中にも上げていかなきゃ……計画とい

いますか危機管理の中のもそういったことを考えていかなきゃいけないかなという思いでもござい

ます。 

 たまたま一つの例として昨年の中学校の体育館の工事の際には町内の民間企業の体育館を借りて

部活動をやったという事例もございます。学校の外に出ての学習ということが可能なのかどうなの

かは別にして、やはりあらゆる可能性・考えを集中して子供たちの学習の場は確保していかなけれ

ばならない思いだけでございますけれど、そういったことを含めて今後早急に考えていきたいと思

います。 
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○議長（福田 洋明君）  これをもって、一般質問を終了いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（福田 洋明君）  これより、行政報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。河内

山宏充議員。 

○議員（１０番 河内山宏充君）  朝方の行政報告の中で、１市４町で柳井広域連絡会議を首長さん

方で設置されたという御報告をいただきました。少し具体的にお話をしていただきたいもんですか

ら、この位置づけというんですか、組織というのはどのようになっているかをまずお尋ねをさせて

いただければと思います。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 

○町長（山田 健一君）  総合政策課長のほうから説明をいたします。 

○議長（福田 洋明君）  角田総合政策課長。 

○総合政策課長（角田 光弘君）  それではお答えいたしたいと思います。朝方の町長の行政報告の

中で柳井地区広域行政連絡会議の報告をさせていただきました。この協議会は平成２３年の４月

１日からスタートしておりまして、柳井市、周防大島町、上関町、田布施町及び平生町、１市４町

で構成しております。この協議会の目的は市町間の連絡調整をはかりまして地方公共団体の円滑な

運営と地方自治の振興・発展に努めることを目的としておりまして、具体的には広域間の共通の課

題──最近でいいますと、有害鳥獣対策であったり、岩国空港の開港にあわせた観光振興であった

り──そういう１市４町の共通課題について同じテーブルについて協議をしていこうという位置づ

けでもって設置されたものであります。これまで協議会の下に幹事会がございまして、既に１回開

いております。その中で現在観光振興について具体的な協議は今始まっておるところございます。

以上でございます。 

○議長（福田 洋明君）  河内山宏充議員。 

○議員（１０番 河内山宏充君）  ありがとうございました。よくわからないのが、共通課題という

核ですよね。一部事務組合とどう違うのかというのをもう１回申しわけございません。 

 それと、そういう組織を立ち上げられると、やっぱり予算という問題が出てくるんじゃないんか

と思うんですけれども、この予算化というのはどのようになっておったんでしょうか。 

 それとこれはそれぞれの首長さんの共通課題を……指摘じゃないですよね。公共のやっぱり組織

になるんでしょうね。そうすると、いろいろと共通の、それぞれの町政、今度予算というものであ

らわれてくると思うんですけれども、その辺の絡みもあるもんですから今後どのような形で議会の

ほうへ報告はいただけるのか、いただけないのかというようなこともお尋ねをしておきたいと思い

ます。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  山田町長。 
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○町長（山田 健一君）  角田課長のほうから答弁いたします。 

○議長（福田 洋明君）  角田総合政策課長。 

○総合政策課長（角田 光弘君）  それではお答えいたしたいと思います。御質問でまず一部事務組

合とどう違うのかという点と、協議会を設置した場合のその協議会の予算はどうであるかというこ

とと、それと具体的にその協議会で議論していってある方向性が出た場合に議会へどう報告してい

くのか。この３点だと思います。 

 まず一部事務組合とどう違うかということでございますが、この広域行政連絡協議会はあくまで

も任意の協議会でございまして法的な位置づけはございません。まずそこはお話したいと思います。

一部事務組合といいますのは、以前は広域事務組合がございましたが、こちらにつきましては午前

中の行政報告にありましたように、所期の目的を達成したことということで解散をしております。

広域事務組合は広域観光宣伝事業であったり広域圏の職員の研修事業であったり、また視聴覚ライ

ブラリーの事業であったり、こういうものを広域事務組合で持っておりました基金の運用益を活用

して行っておりまして、より具体的な事業を行ってきたところでございます。この広域行政連絡協

議会につきましては、具体的なその協議会を運営するための予算は必要ございません。既設の予算

内で運営することとなっております。 

 また議会への報告でございますが、この協議会でより具体的な議論が煮詰まった段階である方向

性が出た場合には予算化が必要な事業もございましょうし、その時点で各１市４町の議会なりに予

算として提案させていただくことも出てくるかもしれませんが、当面はまず議論をしてどういう方

向性を見出していくか。そういうことからまず進めたいと思っているのが現状でございます。以上

です。 

○議長（福田 洋明君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  質疑なしと認めます。 

これをもって、行政報告に対する質疑を終了いたします。 

ここで暫時休憩いたします。 

午後２時４２分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時４４分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 

 お諮りいたします。ただいま渕上正博議員外１名から議員提出議案として意見書案第１号上関原

子力発電所建設計画に関する意見書が提出されました。これを意見書案第１号として日程に追加し

日程第６として議題に追加したいと思います。これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、この議案を意見書案第１号として日程に

追加し日程第６として議題とすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．意見書案第１号 

○議長（福田 洋明君）  日程第６、意見書案第１号上関原子力発電所建設計画に関する意見書の件

を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  では上関原子力発電所建設計画に関する意見書の議案提案について

御説明を申し上げます。 

 意見書にも説明をさせていただいておりますが、今年３月１１日に発生をした東日本大震災で起

こった福島第一原子力発電所の事故。この原発事故は３カ月たった今なお深刻さを増していること

が現実となっております。この事故を目の前にして今私たちは何ができるかを考えるべきではない

でしょうか。これまでも平生町議会の中で上関原発についてはいろいろと議論をしてまいりました

が、日本の原発は絶対に安全であるという安全神話の中でもし事故が起こったらという議論でした。

しかし、この３月１１日を境に原発の事故は起こりうるものだと考えを変えて議論をしていくべき

だと考えております。私たちが生活をしているこの平生町は上関原発建設予定地から２０キロ圏内

となっております。事故が発生をすれば即避難区域となることは明らかです。町民の生活と安全を

考えるならば上関町で計画をされている原発は中止をすべきだと思います。 

議員の皆様方におかれましては慎重にお考えの上御賛同くださいますようよろしくお願いを申し

上げます。 

○議長（福田 洋明君）  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより提出議案に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。久保俊一議員。 

○議員（３番 久保 俊一君）  すいません。渕上議員、ちょっとお尋ねします。今回が初めての議

会で僕も内容がはっきりわかりません。各この市町村の周りずっと新聞をいろいろ切り抜いて見て

いるんですけれど、よそはもうみんな何か話し合うとるんですね、ある程度。そして極端に言うと

この文章にしてもそうなんですけれど、上関町を中止として、何でよその市町村というか新し

い……３番目に書いてある、これ凍結としてありますよね。それやったら最終的にこれが凍結やっ

たら上関も凍結か見直しでいいじゃないかと僕自身思うんですよ。だから地元やったら中止、よそ

やったらやりなさい。そういうあれは僕はないだろうと思いますけれどね。そして平生町議会も今

回初めていろいろ議会があって新しい議員もきて、そういういろいろな話もなかったかもしれませ

んけれど、よその市町村というか、あれはある程度皆さんで練り合わせて皆さんが納得するような
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内容を提案されていると僕自身は思っています。ということは──これは余談になりますけれど─

─極端なところ、議会というのは皆さんの話し合いの場がないのかなという、僕も今疑問を感じて

います。はっきり言うて。だから皆さん考えることは一つだと思いますけれどね、平生町のことを

考えてみんな考えて行動しよるんだから、そういう、こういう重大なときはやっぱり皆さんを集め

ていろんな話し合いをやってもいいんじゃないかと。多分単純にこれで最終日の採決で賛成、反対

ということを言われたら僕自身は反対でいきます。 

 どうも失礼しました。質問はだからこの文章を変える気はあるんですかということです。それで

皆さんと話し合うて中身を修正するような御意思があるかということを一応聞きます。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  お答えをいたします。この意見書案につきましては、どこで議論を

するかということを６月１日に議長のほうへこれを、議案そのものを出すということを報告をいた

しました。その中で６月３日の議会運営委員会でどこで議論をしたらいいのかということを、その

運営委員会の中で議論をいたしました。議会運営委員会とか、総務厚生常任委員会とか、全員協議

会、または特別委員会をつくって議論をするか。こういう議論をいたしました。その中で結局総務

厚生常任委員会で議論することになりました。これは総務厚生委員会に付託することになりました。

（６３ページに訂正発言あり）これが結果です。 

それでいろいろ意見はあると思いますが、そういう中で議論を進めながらこの中で検討をしてい

くと、僕はそう思っています。 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩いたします。再開を３時５分からいたします。 

午後２時５１分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時０５分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 

 ほかに質疑はありませんか。 

○議員（７番 渕上 正博君）  議長、発言よろしいでしょうか。 

○議長（福田 洋明君）  いや、質疑です。 

○議員（７番 渕上 正博君）  ちょっと訂正をしたいんですが、いいですか。（「休憩しましょ

う」と呼ぶ者あり） 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩します。 

午後３時０５分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時０５分再開 
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○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 

渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  先ほどの答弁の訂正をさせていただきます。 

 先ほど総務厚生常任委員会へ付託と申しましたが、まだ付託はされておりません。訂正をいたし

ます。 

○議長（福田 洋明君）  ほかに質疑はありませんか。平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  提出された意見書について、まず先ほど久保議員からも出ており

ましたが、１と３は表現が明らかに矛盾をしていますが、これはどういうことなのか説明をお願い

をいたしたいと思います。 

 それから２点目に上関町に建設する計画とありまして、いわゆる隣の自治体の政策について関与

する文書になっておりますが、よその町の政策にこちら平生町として口を出すことにどのように考

えておられるのかが２点目。 

 ３点目は２と４についてですが、どうしてこれらのことを考えれば時期の問題もあるわけですが、

どうしてこの時期に出されるのか、この時期に。３点目。 

 もう一つ。これらのことを考えればこの意見書案はやっぱり提出にふさわしくないと思うんです

が、取り下げられる気はないのかどうか。４点ほどお伺いします。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  お答えをいたします。まず最初に中止の問題と凍結の問題の問題で

すが、これに対しては上関町に対しては今から計画をされて新設をされるわけです。凍結をすると

いう場合は今建設中の原子力発電所もあります。そういうことですべてを中止ではなく、建設中の

原発に対しては凍結だと私は考えております。 

 それと上関町に建設する計画という文書のことで質問をいただきましたが、これは先ほどの議員

提案の御説明の中で申し上げましたが、ここは上関原発予定地から２０キロ圏内にスッポリと入る

地域です。ということでこの上関原発の計画という文言を入れました。 

 そして何でこの時期にという質問がございました。この時期にということはこの東北の大震災に

おいて大きな原発事故が発生をしております。だからこの時期なんです。今これを出さないとだん

だんだんだんとまだまだ私として考えとしては今この事故が広がっていくんじゃないかと。今から

の被災が……今からこれ以上に広がっていく可能性があるんで今この時期に出すべきだと私は考え

ております。そういうことで４番目の取り下げについては、取り下げる気はございません。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  １と３について説明がございましたが、これは明らかに説明がな

っておらないと思うんですよ。例えば新設及び増設計画をすべて凍結するということと、今現在上



- 64 - 

関町で進められているのは計画であってまだ国からも下りて建設が始まっているわけじゃないです

から。増設のいわゆる計画です。だからこれは答弁じゃ納得できる中身じゃないですよね。これ

１と３は対立した関係。政策を凍結と中止と。これは文章上もおかしい。先ほどの説明じゃ納得で

きんのですがね。 

 ２点目。上関町の問題です。私たちはお互いの町の政策は尊重しあうということでこれまでずっ

と平生町議会は上関の政策尊重という立場で原子力発電所に対して推進も反対も不採択できました。

いわゆるお互いの町の政策に関与すべきではないと。これが基本なんです。今後もこれは、私はこ

のためにもいろいろと努力をしてまいりましたし、当然このことが尊重されるべきだと思います。 

最近の各地方公共団体の議会の動きをみましたら名指しでよその町の政策に干渉すると。これは

私はあってはならないことだと思うんです。それぞれの町の政策はそれぞれの人々たちが選挙を通

じて決めるわけであって、それによその地方公共団体から口をはさむということは、私はあっては

ならないことだと思うんです。 

 特にね、あなた方、憲法大好きですから、憲法第９５条一つの地方公共団体のみに適用される特

別法は法律の定めるところにより、その地方公共団体の住民の投票においてその過半数の同意を得

なければ国会はこれを制定することができないという規定がございます。 

 これは私は一つ一つの地方公共団体は政策については自らの住民が決定をする規定だと思ってお

りまして、国と言えども干渉するなと。そういうことになっております。ましてや隣町の政策にこ

ちらから口を出すことは私は許されないと思うし、言うべきでもないと思います。 

 それと先ほど言いました避難地域の距離の問題です。これはずっと今までも１０キロであってこ

の議論はあまりされてきませんでした。これはこれから先どうするかという議論であって、あくま

でも先ほど松本議員のほうから質問がありましたように、これから先こういった問題に対処してい

かなければならない問題です。意思決定についてもそうです。それを混同されてはいけないと思う

んですよ。あくまでも私は隣町の政策はちゃんと尊重すると。これをうちの議会からそういうこと

は絶対に干渉することは許されないと思います。それが２点目。それについてもう一遍答弁してく

ださい。 

 それから２点目。「国際基準や福島原発事故の教訓を踏まえ、新しい安全基準をつくり現在の原

発の総点検をすること」こうなっておるわけです。時期の問題です。「教訓を踏まえて」こう書い

てあるんですよね。まだ収束をしていないんですよ。収束していないんですよ。今一番私が求めら

ているのは、まず収束。そして町長が朝あえて言えばという話でありましたように完全な情報公開

ですよ。しっかり国民に正しいことを知らせるということが大事だとも思います。 

ですから私は政府がＩＡＥＡに出す報告書の、いわゆる今までの報告書を見たら不手際の問題を、

特集を共同通信系の新聞に載っておりました。この中を見てみれば大体これから先、皆すべてやら
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ないけん計画なんですよ。したがって最後には原子力安全対策は今後根本的な見直しが不可避。安

全対策や事故処理を含む全体のコスト、経費を明らかにした上で原発のあり方の国民的議論が必要

だという総括をしておるんですから、何もわざわざここで私どもが意見を出す今必要はないのでは

ないかと。正確に福島の状況が収束をする。総括がされる。そうしてこれからどうするかという議

論の次ならわかりますよ。また原子力安全委員会の班目委員長。国のいわゆる原発の耐震計画につ

いてですが、なるべく早く議論したいが事後で何が起こったかわからない段階では始められないと。

こういう状況なんですよ。安全指針に穴があいていることははっきりわかっていると。こういう前

提でこういうことをしている。 

ですからこういうことはしっかり待った上で私どもは冷静に行動していくのが一番今求められて

いることではないかと思います。ですから今どうしてこの時期なのかというのは、真っ最中のとき

に出すべきではないと思いますが、もう一度私の質問に対して答えていただきたいと思います。 

それともう一つ。最後に取り下げる意思はないということですが、平生町議会は出された場合に

はどういう取り扱いをするかということは当然議会運営上決めてまいりまして、総務厚生常任委員

会に付託をする方向が確認されております。そこの委員会で議案ですから可否を決めていくという

ことになってくると思います。そして委員長報告でこの場で可否を決めるという手続きになると思

いますが、それでよろしいですか。 

○議長（福田 洋明君）  ここで暫時休憩いたします。午後３時３０分から再開いたします。 

午後３時１７分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時３０分再開 

○議長（福田 洋明君）  再開いたします。 

渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  質問にお答えをいたします。まず中止と凍結の問題ですが、１４基

の新増設の問題です。上関は中止と皆様方にお願いをしたいと思います。 

 それと２番目の２０キロ圏内の問題です。これに対しては今福島第一原発では３０キロ以上離れ

た飯舘村においても、今避難区域となっておるわけですから、これだけの膨大な災害が発生をして

いるわけです。これは２０キロ圏内でなしに３０キロ圏内でも私はいいと思っております。 

 次に福島原発事故の教訓について質問がございました。これに対しては今福島原発の事故そのも

のはますます深刻さを増していると思います。今途中の教訓ですがこれはある程度、教訓として考

えていいんじゃないかと私は考えております。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  松本武士議員。 

○議員（１番 松本 武士君）  では質問にお答えします。平岡議員がおっしゃられた隣の上関町に
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関与することなので中止を言うことではないかということですが、町の境は上関町と平生町によっ

て分かれていますが、放射能という物質が海を汚染し平生町の土地を汚染するわけです。それに対

して被害を被るわけですね。それに対して何も言わないというのは、とても町の一部の代表として、

町民の方の安全を確保するためには意見を言うのは当然のことだと私は考えております。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  平岡正一議員。 

○議員（１１番 平岡 正一君）  文章上の問題から見ると説明が、先ほど言いましたように、この

文章をゆっくり見ますととにかく１が問題であって、２、３、４は付け足したという感じすらもつ

んですよ。ですから矛盾が起きるんですよ。 

 それで松本議員のほうからもありましたが、個人がいろいろ言うことに私は何も反対はしてはお

りません。町とか町議会とか公の機関が隣の町の政策に向けていろいろと物申すのは内政干渉にな

る。向こうの主権を侵害する。こういうことにならないのかと言っておるわけでございまして、町

議会でこれを議決せよと言えば議会の意思になります。やっぱりそれはすべきではないと。あくま

でもそれぞれの団体の自主性があるから……。それをちょっと、質問をよく聞いて答弁をしていた

だきたいんです。これ、よく言う話ですけれど。 

それと２番目のこれまでの、今でも教訓があるじゃないかという説明をされましたが……。いい

ですか、文章をよう読んでくださいよ。「福島原発事故の教訓も踏まえ新しい基準をつくり現在の

原発の総点検を行う」ですよ。先ほど言いましたようにＩＡＥＡの政府の報告でもこれからすぐの

作業を始めないけんということ。それから班目委員長もとにかくもう今そんな時期じゃないと。福

島原発の教訓を学んで……早くつくりたいが、なるべく早く議論したいが事故で何が起こったかわ

からない段階では始められないという状況なんですよ。 

私は最後に申しますが、今の状況がいいとは全然思っていません。大変な不満も持っております。

ですから何らかの意見書を出したいということは思っています。渕上議員にはずっと個人的にもそ

ういった総意を得るような意見書にならんかという要請を何度もしてまいりました。全員協議会で

もその要請をいたしました。松本議員もそれは聞いておると思うんです。 

ですから、どうして議会という機関が意思決定をするのに全体の議論がまとまるような提案をし

ないで自分たちの主張だけを述べて議案を出されるのか、私は理解に苦しむのですよ。ですからあ

なた方の提案は一応議会としては議会運営委員会で所管の委員会に付託をして議論をして可否を決

める。その結果を本会議に報告をして可否を決めるという仕組みになっておるが、それでいいです

かと先ほど質問しました。それには答えてないですがね。 

そういう取り扱いになっていくんですよ。私は全体として総意がまとまる文章をつくって平生町

議会の意思を国に対して向けていくと。特に私は情報公開。現状を正確に知らせて欲しい。これは

私は今強く思っているんですよ。例えばＩＡＥＡの例の政府の報告で被爆の、放射線物質の測定の
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いわゆるシビリティと言われる分の文書がありますよ。これは明かにやっぱり足りなかった。実際

にやっちょるかもしれんけど発表しなかったのかもしれん。そういったことも知りたいんですよ。

ですから国に向けて正確に情報を提供してくれと。こういうことが今一番私は求められております

からそういった意見書はぜひ出したいと思っておるわけですが、どうしてもこれに固執すると言わ

れれば粛々と議会の手続きを経るしかないと思うんですが、どうですか。それについて最後に答え

てください。 

○議長（福田 洋明君）  渕上正博議員。 

○議員（７番 渕上 正博君）  まず最初の主権の問題ですが、私は主権は町民にあると思います。

議会ではないと思います。 

 それと２点目にいろいろなことを言われましたが、私は町民の生活と安全を考えるならば今私た

ちがここで、この議会で何ができるかということを考えてこの意見書を出させていただきました。

それであとちょっとメモしよったのでわからんようなったので、あと何……（発言する者あり） 

もう先ほど撤回はしませんと申し上げましたんで、これは出します。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  松本武士議員。 

○議員（１番 松本 武士君）  私も渕上議員と同じでして、主権は町民にあり、町民の方の安全を

守っていくのが最優先だと考えますので、取り下げる意思はございませんので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（福田 洋明君）  ほかに質疑はありませんか。河藤泰明議員。 

○議員（６番 河藤 泰明君）  ちょっと納得いかないというか、理解がまだちょっとできないんで

すけれども、松本議員、提出者で名前がありますけれども、この意見書の内容と先ほどされた一般

質問の内容。これ整合性がどうでしょう、僕、整合性がとれてないような気がするんですけれども。

その点について……内容を詳しく申したほうがいいですか。（発言する者あり）上関に原発が建っ

た場合にはっていう質問──建設するとすればっていう質問だったと思うんですけれど。どうです

かね。（発言する者あり）すいません。 

○議長（福田 洋明君）  松本武士議員。 

○議員（１番 松本 武士君）  では御質問にお答えします。国と中国電力の方針ではもう原発を、

いまだに建てる。新規増設に関してはどうするというのは触れていないので、これからも建てる方

向でいくのかと推測してそういう発言をしました。ただ私は中止を求めます。以上です。 

○議長（福田 洋明君）  河藤泰明議員。 

○議員（６番 河藤 泰明君）  まだちょっと説明がほしいところなんですけれど、この提出にあた

っていろいろお話させてもらっている中で、松本議員この内容には固執しないと。皆さんでお話を

して１２人でまとめていきたいというお話をされたと思うんですけれど、それと今回出された内容
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とその辺はどういうふうにお考えですか。 

○議長（福田 洋明君）  松本武士議員。 

○議員（１番 松本 武士君）  先ほども申しましたとおりに、私としては中止を意見として出させ

ていただきたいので中止です。 

○議長（福田 洋明君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  これをもって、質疑を終了いたします。 

 ここで日程の変更についてお諮りいたします。一般質問、行政報告及び提出議案に対する質疑が

終了いたしましたので、６月１７日の本会議を休会といたしたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、日程を変更することに決しました。 

 したがいまして、本日の議事日程に、日程第７、委員会付託を追加いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．委員会付託 

○議長（福田 洋明君）  日程第７、お諮りいたします。意見書案第１号上関原子力発電所建設計画

に関する意見書の件は、お手元に配布の付託表のとおり、総務厚生常任委員会に付託したいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、意見書案第１号については、総務厚生常

任委員会に付託することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（福田 洋明君）  本日は、これにて散会いたします。 

 次の本会議は、６月２４日午前１０時から開会いたします。 

午後３時４４分散会 

────────────────────────────── 

 

 

 

 

 

 



- 69 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

                  議  長   福 田 洋 明 

                  署名議員   久 保 俊 一 

                  署名議員   中 川 裕 之 
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────────────────────────────────────── 

平成２３年 第５回（定例）平 生 町 議 会 会 議 録（第２日） 

                          平成２３年６月２４日（金曜日） 

────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                    平成２３年６月２４日 午前１０時００分開議 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 意見書案第１号 上関原子力発電所建設計画に関する意見書 

 日程第３ 同意第１号 監査委員の選任について 

 日程第４ 同意第２号 副町長の選任について 

 日程第５ 議員派遣の件 

 日程第６ 常任委員会の閉会中の所管事務等の調査 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第２ 意見書案第１号 上関原子力発電所建設計画に関する意見書 

 日程第３ 同意第１号 監査委員の選任について 

 日程第４ 同意第２号 副町長の選任について 

 日程第５ 議員派遣の件 

 日程第６ 常任委員会の閉会中の所管事務等の調査 

────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

１番 松本 武士君       ２番 村中 仁司君 

３番 久保 俊一君       ５番 中川 裕之君 

６番 河藤 泰明君       ７番 渕上 正博君 

８番 細田留美子さん       ９番 柳井 靖雄君 

10番 河内山宏充君       11番 平岡 正一君 

12番 岩本ひろ子さん       13番 福田 洋明君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 
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事務局出席職員職氏名 

局長 羽山 敦紀君       書記 岩井 浩治君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 山田 健一君  副町長 ………………… 佐竹 秀道君 

教育長 ………………… 高木 哲夫君    会計管理者 …………… 藤田  衛君 

総務課長兼選挙管理委員会事務局長 …………………………………… 吉賀 康宏君 

総合政策課長 ………… 角田 光弘君    町民課長 ……………… 中本 羊次君 

税務課長兼徴収対策室長 ………………………………………………… 洲山 和久君 

健康福祉課長 ……………………………………………………………… 弘中 賢治君 

経済課長兼農業委員会事務局長 ………………………………………… 岩見 求嗣君 

建設課長 ……………… 安村 和之君  佐賀出張所長 ………… 山本 俊明君 

教育次長兼学校教育課長 ………………………………………………… 福本 達弥君 

社会教育課長 ……………………………………………………………… 小島 康司君 

────────────────────────────── 

午前１０時００分開議 

○議長（福田 洋明君）  ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（福田 洋明君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１０９条の規定により、議長において河藤泰明議員、渕上正博議

員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．意見書案第１号 

○議長（福田 洋明君）  日程第２、意見書案第１号上関原子力発電所建設計画に関する意見書につ

いての件を議題といたします。 

 本件に関し、６月１６日の本会議において、関係常任委員会に付託いたしました議案につき、委

員長の報告を求めます。河藤泰明総務厚生常任委員長。 

○総務厚生常任委員長（河藤 泰明君）  総務厚生常任委員会の委員長報告を申し上げます。 

 平成２３年６月１６日の本会議におきまして、本委員会に付託を受けました意見書案第１号につ
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きまして、６月２２日、委員会室において、提出者２名並びに町長以下所管課職員の出席を得て、

慎重に審査をいたしました。その主だった審査経過及び結果について報告させていただきます。 

 初めに、主だった審査経過を報告いたします。 

 質疑では、提出者に対し、まず、上関だけの問題でなく、広く視点を持って意見書を出すという

思いはなかったのかとの質問があり、「国際基準や福島原発事故の教訓を踏まえ、新しい安全基準

をつくっていく」という項目を入れているとの説明がありました。 

 「自然再生エネルギーへ計画的に転換していくこと」とあるが、この自然再生エネルギーの安定

供給を確立するまでの繋ぎの電力としては、原子力発電は仕方がないのではないかとの質問があり、

今稼動されている原子力発電所は、新しい基準をつくって総点検をし、増設・新設は、凍結もしく

は中止を提案している」との説明がありました。 

 また「上関町に建設する計画を中止すること」とあるが凍結にはできないのかとの質問があり、

この委員会でそういう文言が決まればやぶさかではないとの説明がありました。 

 さらに、この意見書について、ある程度修正をするという気持ちがあるのかとの質問に対しては、

あくまでも案なので変えられるとの説明がありました。 

 これらの質疑を踏まえ、「修正を前向きにとらえて、委員会で協議したらいいのではないか」と

の意見がありました。 

そして、質疑終了後、委員から意見書案の修正について次のような提案がありました。 

 題名中、「上関」を削る。本文中、「上関周辺」を「この周辺」とし、「、中国電力㈱」を削る。 

 第１項中、「原子力発電所を上関町に建設する計画を中止すること。」を「新設及び増設計画を

すべて凍結すること。」に修正する。第３項を削る。第４項中、「原子力依存」を「原子力発電」

とし、「自然再生エネルギー」の次に「等」を追加し、同項を第３項とする。 

 修正案に対する質疑はありませんでした。 

 次に、採決の結果を報告いたします。 

意見書案第１号については、原案を修正することとし、修正案を全会一致で承認いたしました。 

 修正部分を除く原案についても、全会一致で承認いたしました。 

 以上が、総務厚生常任委員会での付託を受けました意見書案の審査経過と結果であります。本会

議におかれましても、本委員会の決定どおり承認いただきますようお願い申し上げまして、委員長

報告を終わります。 

○議長（福田 洋明君）  以上で委員長の報告を終わります。 

 これより委員長の報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 
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 これより討論に入ります。まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  反対討論なしと認めます。 

 次に、本案に対する賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  これをもって討論を終了いたします。 

 これより採決に入ります。意見書案第１号上関原子力発電所建設計画に関する意見書の件を起立

により採決いたします。 

 意見書案第１号の件に対する委員長の報告は修正であります。まず、委員会の修正案について採

決を行います。委員会の修正案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、委員会の修正案は可決されました。 

 次に、ただいま修正議決した部分を除く原案について採決を行います。修正部分を除く部分を原

案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、修正部分を除く部分は、原案のとおり可決

されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．同意第１号 

○議長（福田 洋明君）  日程第３、同意第１号監査委員の選任についての件を議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定により、平岡正一議員の退席を求めます。 

〔１１番 平岡正一君 退席〕 

○議長（福田 洋明君）  提出者から提案理由の説明を求めます。山田町長。 

○町長（山田 健一君）  議員の皆さん、おはようございます。去る６月１６日に開会以来、本会議

での政策論議並びに常任委員会での所管事務の調査など熱心に御協議賜りましたことをまずもって

厚くお礼申し上げます。 

 今年は全国的に早い梅雨入りとなりました。例年梅雨は４０日前後で明けると言われております

だけに今年の梅雨明けは早まることが予想されております。梅雨が終われば本格的な夏の到来とな

るわけでありますが、省エネが叫ばれている今年の夏において、暑さの到来は少しでも遅くなって

もらいたいものだと思います。 

また、これから集中豪雨の懸念される梅雨末期の時期に差しかかってまいります。本町におきま

しても災害のないことを祈りながら、危機意識を持ってこの季節に対処してまいりたいと考えてい
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るところであります。 

さて、本日御提案申し上げましたのは、人事案件２件でございますが、まず、同意第１号平生町

監査委員の選任について御説明を申し上げます。 

平生町の監査委員は、地方自治法第１９５条によりまして、２名と定められており、識見を有す

る者から選任するもの１名及び議会議員のうちから選任するもの１名で構成をされております。こ

のうち議会議員のうちから選任する監査委員の任期につきましては、同法第１９７条の規定により

まして、議会議員の任期とされておりまして、本町の場合５月３１日までとなっておりました。監

査委員の服務は合議制ではなく単独で行うものでありまして、現在識見を有する者から選んだ監査

委員単独でその業務に当たっていただいております。しかし、困難な事案への対応や、監査機能の

充実等を考慮すれば、早急に後任委員を選任することが必要であり、このたび、新たに就任をされ

ました議員の皆様方のうちから引き続き平岡正一議員を選任いたしたく御提案申し上げるものであ

ります。 

平岡議員におかれましては、平成２１年６月から２年間、既に監査委員として御活躍をいただい

ておりますが、簡単に略歴を申し上げます。議員は昭和５０年に町議会議員に初当選以来、今期で

９期目の御当選をされておられまして、その間４年間の議長経験を初め、議会運営委員会委員長、

建設経済常任委員会委員長などの要職を歴任されておられます。 

また、かつての柳井地区広域事務組合での監査委員、全国町村議会議長会での監事の職もお務め

になるなど、過去の御経験、識見などから適任と存じまして、地方自治法第１９６条第１項の規定

に基づきまして、町議会の御同意をお願い申し上げるものであります。 

なお、御参考までに申し上げますが、識見を有する者から選任をされた監査委員といたしまして

は、新開にお住まいの中嶋一成さんに平成１８年１１月からお務めをいただいております。 

以上で同意第１号につきましての御説明を終わらさせていただきますが、説明不足の点につきま

しては、皆様方の御質問によりまして、私並びに説明出席者よりお答えを申し上げたいと思います

ので、よろしく御同意を賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（福田 洋明君）  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより提出議案に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  質疑なしと認めます。これをもって質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。本案については討論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、本案については討論を省略することに決

しました。 
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 これより、同意第１号監査委員の選任についての件を起立により採決いたします。本案は原案の

とおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり同意されました。 

 これをもって平岡正一議員の除斥を解きます。 

〔１１番 平岡正一君 入場〕 

────────────・────・──────────── 

日程第４．同意第２号 

○議長（福田 洋明君）  日程第４、同意第２号副町長の選任についての件を議題といたします。 

 ただいま佐竹秀道君から退席したい旨、議長に申し出がありましたので、これを許します。 

〔佐竹秀道君 退席〕 

○議長（福田 洋明君）  提出者から提案理由の説明を求めます。山田町長。 

○町長（山田 健一君）  ただいまは、平生町監査委員の選任につきまして、御同意を賜りましてあ

りがとうございました。 

続きまして、同意第２号副町長の選任について、御説明申し上げます。 

 御承知のとおり副町長制度は平成１８年の地方自治法の改正により創設されたものでありまして、

本町におきましても、平成１９年７月から議会の御同意を賜りまして、佐竹秀道君を任命している

ところであります。着任後は、特別職として私を補佐することはもちろん、職員への指揮監督や町

政における政策立案を担任し、文字どおりトップマネジメントの強化に寄与してまいりました。こ

のたび６月末日での任期満了にあたり、再度同君を副町長として任命いたしたく、お願い申し上げ

るものであります。 

 現在、国において地方分権改革が進められる中において、地方自治そのものについてもそのあり

方が問われております。こうした中にあって、今年度から出発をしました「第四次平生町総合計

画」に沿ったまちづくりを進めていくためには、豊かな識見と実行力を持つ人材が必要となってま

いります。佐竹君は今の時代に求められる企画、決定、実行の能力を兼ね備えた人材であります。

併せてこれまでの実績と蓄積された知識と経験は、これからこの計画を具体化していくためには不

可欠であると承知いたしておるものであります。選任に当たりましては、私も改めて町長としての

職責を自覚し、平生町の進展と活性化のため、職員、副町長ともども一丸となって取り組んでまい

る所存であります。 

 参考までに佐竹秀道君の略歴を簡単に申し上げますと、現在６１歳でございまして、昭和４７年

に平生町役場に奉職し、平成９年４月に民生課長、１１年７月に健康福祉課長、１３年４月に教育

次長、平成１７年４月に政策調整室長、平成１９年７月から副町長を務めております。過去の経験
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からみましても、行政全般について非常に造詣が深く、また多くの経験を有しており適任であると

判断をいたしますので、佐竹秀道君を引き続き副町長に選任することについて、地方自治法第

１６２条の規定に基づき、町議会の御同意をお願いをいたすものであります。どうぞよろしくお願

いを申し上げます。 

 以上で同意第２号についての説明を終わらさせていただきますが、説明不足の点につきましては

皆様方の御質問によりまして、私並びに説明出席者よりお答えをいたしたいと存じますのでよろし

く御同意を賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（福田 洋明君）  これをもって提案理由の説明を終わります。 

 これより提出議案に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  これをもって質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。本案については討論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、本案については討論を省略することに決

しました。 

 これより、同意第２号副町長の選任についての件を起立により採決いたします。本案は原案のと

おり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（福田 洋明君）  起立全員であります。よって、本案は原案のとおり同意されました。 

〔佐竹秀道君 入場〕 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議員派遣の件 

○議長（福田 洋明君）  日程第５、議員派遣の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。議員派遣の件については、お手元に配布の文書のとおりといたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。よって、議員派遣の件については、お手元に配布

の文書のとおりとすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．常任委員会の閉会中の所管事務等の調査 

○議長（福田 洋明君）  日程第６、常任委員会の閉会中の所管事務等の調査の件を議題といたしま

す。 



- 77 - 

 会議規則第６７条第１項の規定によって、総務厚生常任委員長及び産業文教常任委員長から、お

手元に配布のとおり閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。総務厚生常任委員長及び産業文教常任委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（福田 洋明君）  御異議なしと認めます。したがいまして、申し出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに決しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（福田 洋明君）  以上をもって、本定例会に付議されました案件の審議は全部終了いたしま

した。 

 これにて平成２３年第５回平生町議会定例会を閉会いたします。 

午前１０時２２分閉会 

────────────────────────────── 
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